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せ
な
共
同
体
・

ま
し
こ ■巻頭言

　「みんなが笑顔で過ごすために」

■メインテーマ
　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会　通常総会

■突撃ルポ　保険者みてある記
　第119回　益子町
　　幸せな共同体・ましこ

■特別寄稿①
　第４回
　新たな国民健康保険制度に向けて
　「国保財政の安定化のために」（全４回）

■特別寄稿②
　第２回
　「がんの発症・重症化予防について」（全２回）
　̶ 知っておいてほしいがんの基本2：診断と治療 ̶
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亀岡八幡宮周辺に分布する見晴らしの良い古墳群。
同古墳群は35基で構成され、前方後円墳5基を含む
18基が県指定文化財
となっています。
地元の人々により約
200本もの桜の植樹
や菜の花の栽培が行
われ、春（3月下旬～4
月下旬）には桜と菜
の花が同時に楽しむ
ことができます。
お花見の会場として
も有名で、幻想的な
風景が訪れた人を楽
しませます。

桜と菜の花がコラボ　益子の「小宅古墳群」
おやけ こ ふんぐん
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み
ん
な
が

　
笑
顔
で
過
ご
す
た
め
に

野木町長

真瀬 宏子
ま せ ひろ こ

巻頭言巻頭言
　

栃
木
県
の
南
の
玄
関
口
に
位
置
す
る
野

木
町
は
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線
野
木
駅
を
中
心
と

し
た
住
宅
街
と
周
辺
の
緑
豊
か
な
田
園
地

帯
が
程
よ
く
調
和
し
た
、
大
変
住
み
よ
い

町
で
す
。
明
治
22
年
市
町
村
制
の
制
定
以

来
、
30
・
26
㎢
と
い
う
大
き
さ
は
変
わ
ら
ず
、

県
内
で
一
番
小
さ
な
町
で
す
。
東
京
ま
で

60
㎞
と
い
う
地
の
利
の
た
め
、
通
勤
圏
内

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
で

は
高
齢
化
が
進
み
、
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
で
は
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、

積
極
的
に
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
決
意
と

し
て
、「
自
分
で
つ
く
る　

み
ん
な
で
支
え

る　

キ
ラ
リ
と
光
る　

健
康
タ
ウ
ン
の
ぎ
」

を
２
０
１
６
年
10
月
10
日
に
宣
言
し
、
町

民
、
地
域
、
行
政
が
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
は
町
民
一
人
一
人
が
そ
れ

ぞ
れ
の
価
値
観
に
あ
っ
た
健
康
を
手
に
入

れ
、
毎
日
、
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
体
制
を
整
え
、
継
続
的
に

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

身
体
活
動
量
の
増
加
や
運
動
習
慣
づ
く
り

を
目
指
し
た
、
運
動
教
室
の
実
施
、
高
血

圧
等
生
活
習
慣
病
等
に
関
す
る
医
師
に
よ

る
講
演
会
の
開
催
等
、
町
民
が
健
康
に
関

す
る
関
心
を
持
つ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
業
が
、
日
々
の
生
活
の

中
で
運
動
や
生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
に
つ

な
が
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
は
、
全
国
的
に

運
営
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
度
か
ら
は
、
財
政
基
盤
を
強
化
し
国

民
皆
保
険
を
堅
持
す
る
た
め
、
都
道
府
県

が
財
政
運
営
の
主
体
と
な
る
国
保
制
度
改

革
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
町
村
は
こ
れ
ま
で

同
様
住
民
に
身
近
な
事
務
を
担
っ
て
い
き

ま
す
が
、
都
道
府
県
と
協
力
し
、
国
民
健

康
保
険
制
度
を
支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
医
療
費
適
正
化
の
取
り
組
み
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
本

町
と
し
て
も
、
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納

率
や
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
さ
ら
に
特

定
保
健
指
導
実
施
率
の
向
上
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
の
保
健
事
業
の
推
進
、
後

発
医
薬
品
の
使
用
促
進
の
取
組
等
を
通
じ
、

医
療
費
適
正
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
々
が
笑
顔
で
暮
せ
る
た
め
に
は
、
ま

ず
、
ご
自
身
が
健
康
で
あ
り
、
病
気
に
な
っ

た
時
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
前
提
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
意

味
で
も
さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
の
健
全

運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
尚
、
県
と
し
て
の
統
一
あ

る
姿
勢
を
形
づ
く
る
た
め
に
皆
で
一
致
協

力
し
て
合
意
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。　

　

そ
の
結
果
と
し
て
の
笑
顔
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
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議長の見目芳賀町長 来賓の亀田国保医療課長

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
特
定
健

診
受
診
率
・
糖
尿
病
予
防
に
向
け
た
取
り

組
み
・
保
険
税
収
納
率
な
ど
で
は
低
い
評

価
で
あ
り
、
国
保
の
安
定
的
な
財
政
運
営

に
向
け
て
は
、
医
療
費
適
正
化
や
収
納
率

の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
は
大
変
重
要

で
あ
る
。
県
と
し
て
も
、
県
独
自
の
保
険
者

努
力
支
援
制
度
を
創
設
し
、
国
の
制
度
で
は

十
分
に
評
価
さ
れ
な
い
項
目
に
つ
い
て
も
、

よ
り
き
め
細
か
く
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
町
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
積
極
的
な
推
進
を
要
請
し
た
。

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

　

本
総
会
で
は
議
長
に
芳
賀
町
長
の
見
目

匡
氏
が
選
出
さ
れ
、
報
告
事
項
２
件
と
議

決
事
項
24
議
案
な
ど
厳
正
に
審
議
し
、
全

議
案
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
規
約
改
正
に
よ
り
、
30
年
４
月

１
日
か
ら
新
た
に
栃
木
県
が
会
員
に
加
わ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

２
月
21
日
（
水
）、
国
保
連
合
会
大
会
議

室
に
お
い
て
平
成
29
年
度
本
会
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
、
議
決
事
項
24
議
案
す
べ
て

が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

新
業
務
の
円
滑
な
事
務
処
理
に
向
け
て

　

総
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
広
瀬
理
事

長
（
下
野
市
長
）
は
、
施
行
ま
で
２
か

月
を
切
っ
た
新
国
保
制
度
の
話
題
に
ふ

れ
、「
国
の
30
年
度
政
府
予
算
案
で
は
、
予

定
ど
お
り
１
７
０
０
億
円
の
追
加
国
費
と

２
０
０
０
億
円
規
模
の
財
政
安
定
化
基
金

が
確
保
さ
れ
、
本
県
で
は
、
１
月
19
日
に

30
年
度
の
国
保
事
業
費
納
付
金
及
び
標
準

保
険
料
率
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、

各
市
町
で
は
３
月
ま
で
に
県
の
試
算
を
参

考
に
し
な
が
ら
最
終
の
保
険
料
率
を
決
定

し
て
い
く
こ
と
と
な
る
」
と
情
勢
を
報
告
。

　

ま
た
、「
本
会
で
は
、
年
末
年
始
に
次
期

国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
へ
の
デ
ー
タ
移
行
作

業
を
行
い
、
１
月
よ
り
次
期
国
保
総
合
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
事
務
処
理
を
開
始
し
て
い

る
」
と
述
べ
、「
４
月
か
ら
は
、
国
保
情
報

集
約
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
資
格
確
認
の
共
同

処
理
や
診
療
報
酬
の
普
通
交
付
金
収
納
事

務
な
ど
新
し
い
業
務
が
始
ま
る
が
、
と
り

わ
け
、
診
療
報
酬
の
普
通
交
付
金
収
納
事

務
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に

も
大
き
な
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
円
滑

な
事
務
処
理
が
行
え
る
よ
う
新
し
く
保
険

者
と
な
る
県
と
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
だ
」
と
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
認
証
取
得
に
向
け
て
取
り
組
む

　

さ
ら
に
、
本
会
が
取
り
扱
う
情
報
は
、
個

人
情
報
を
は
じ
め
と
す
る
機
密
情
報
で
あ

る
こ
と
か
ら
、「
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
取
得
に
向
け
て

取
り
組
み
、
保
険
者
の
共
同
目
的
達
成
機

関
と
し
て
信
頼
度
を
高
め
、
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

県
版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
を
創
設

市
町
の
取
り
組
み
を
支
援

　

続
い
て
、
来
賓
の
亀
田
隆
夫
栃
木
県
保
健

福
祉
部
国
保
医
療
課
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
今

回
の
新
国
保
制
度
改
革
で
注
目
さ
れ
て
い

る
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
30
年
度
の
評

価
結
果
に
ふ
れ
、「
本
県
の
状
況
を
見
る
と
、

市
町
村
分
は
７
９
０
点
満
点
中
４
３
１
点

で
全
国
第
14
位
、
都
道
府
県
分
は
１
９
０
点

満
点
中
１
２
０
点
で
全
国
第
18
位
で
あ
る
。

平
成
29
年
度
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会

平
成
30
年
度
事
業
計
画
・
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
全
議
案
を
可
決
承
認

開会挨拶をする
広瀬理事長

平成30年度から栃木県が加入へ平成30年度から栃木県が加入へ
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平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会
  Ⅰ 報告事項　
報告第１号　理事長専決事項報告について	

１　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予
算補正について

２　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（業務勘定）
歳入歳出予算補正について

３　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害児給付
費支払勘定）歳入歳出予算補正について

４　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（公費負担医療等に
関する報酬等支払勘定）歳入歳出予算補正について

報告第２号　規則、規程の制定及び廃止並びに一部改正について	
１　栃木県国民健康保険団体連合会普通交付金収納事務規則の制定について
２　栃木県国民健康保険等柔道整復療養費審査委員会規程の制定について
３　栃木県国民健康保険等柔道整復療養費審査委員会の報酬並びに費用弁償規程の制定について
４　栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業規則等の廃止に

ついて
５　栃木県国民健康保険団体連合会役員の報酬及び費用弁償規則並びに栃木県国民健康保険団体連

合会事務部会設置規則の一部改正について
６　栃木県国民健康保険団体連合会事務局組織規則等の一部改正について
７　栃木県国民健康保険団体連合会柔道整復施術療養費審査支払規則等の一部改正について
８　栃木県国民健康保険団体連合会障害介護給付費等支払規則等の一部改正について
９　栃木県国民健康保険団体連合会保険者事務共同電算処理事業規則等の一部改正について

  Ⅱ 議決事項
議案第１号　栃木県国民健康保険団体連合会規約の一部改正について
議案第２号　平成30年度栃木県国民健康保険団体連合会事業計画について
議案第３号　平成30年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算について
議案第４号　平成30年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算について
議案第５号　平成30年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出予算に

ついて
議案第６号　平成30年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計歳

入歳出予算について
議案第７号　平成30年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予算について
議案第８号　平成30年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出予算に

ついて
議案第９号　平成30年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳入歳出予算

について
議案第10号　平成30年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会計歳入歳出予算について
議案第11号　栃木県国民健康保険団体連合会積立金の一部処分について
議案第12号　平成30年度栃木県国民健康保険団体連合会運営資金の一時借入について
議案第13号　栃木県の会員負担金の一部免除について
議案第14号　理事長専決事項委任について
議案第15号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
議案第16号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳入歳出予算

補正について
議案第17号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（国民健康保険診療報酬支

払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第18号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療に関する診

療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第19号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（業務勘定）歳

入歳出予算補正について
議案第20号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計（公費負担医療

に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第21号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（介護給付費支払勘

定）歳入歳出予算補正について
議案第22号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計（公費負担医療等に関

する報酬等支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第23号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害介護給付

費支払勘定）歳入歳出予算補正について
議案第24号　平成29年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計（障害児給付費

支払勘定）歳入歳出予算補正について

  Ⅲ 協議事項
　　栃木県国民健康保険団体連合会役員定数の改正に伴う役員地区割当てについて

  Ⅳ そ  の  他
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平
成
30
年
度
栃
木
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
事
業
計
画

１　

基
本
方
針

　

国
民
健
康
保
険
は
、
我
が
国
の
医
療
保

険
制
度
の
中
核
的
な
役
割
を
担
い
、
地
域

住
民
の
医
療
の
確
保
と
健
康
の
保
持
増
進

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
医
療
保
険
制
度
を
め
ぐ

る
情
勢
は
、
急
速
な
人
口
の
高
齢
化
、
医

療
技
術
の
高
度
化
等
に
よ
り
医
療
費
は
増

高
し
、
加
え
て
経
済
基
調
の
変
化
に
伴
い
、

医
療
費
の
伸
び
と
経
済
成
長
と
の
不
均
衡

が
拡
大
す
る
な
ど
医
療
保
険
財
政
、
と
り

わ
け
国
保
財
政
は
そ
の
構
造
的
要
因
に
よ

り
他
制
度
に
比
較
し
て
大
変
深
刻
な
状
況

に
陥
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
国
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
を
強
い
ら
れ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
に
つ
い
て
、
財
政
支
援
の
拡
充
に
よ
り

財
政
基
盤
を
強
化
し
、
都
道
府
県
が
財
政

運
営
の
責
任
主
体
と
し
て
国
民
健
康
保
険

の
運
営
に
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に

よ
り
、
制
度
の
安
定
を
図
る
と
し
た
国
保

制
度
に
と
っ
て
半
世
紀
ぶ
り
の
大
改
正
が

施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
制
度
の
持
続
可

能
性
を
高
め
る
た
め
、
負
担
能
力
に
応
じ

た
公
平
な
負
担
を
求
め
る
観
点
か
ら
高
額

療
養
費
の
見
直
し
な
ど
が
段
階
的
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
（
骨
太
方
針
２
０
１
７
）」
に
お
い
て
、

医
療
費
の
地
域
差
の
解
消
な
ど
医
療
費
適

正
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
都
道
府
県
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
強
化
す
る
こ
と
や
国
保
の
普

通
調
整
交
付
金
の
配
分
方
法
見
直
し
を
検

討
す
る
こ
と
な
ど
、
国
保
事
業
運
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
項
目
の
ほ
か
、

本
会
等
で
具
体
的
に
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
審
査
支
払
機
関
の
業
務
効
率
化
、
健

康
・
医
療
・
介
護
の
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
の
利

活
用
推
進
に
つ
い
て
も
、
盛
り
込
ま
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
平
成
29

年
５
月
に
成
立
し
た
「
改
正
介
護
保
険
改

革
関
連
法
」
に
よ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
深
化
と
推
進
を
図
る
た
め
、
介

護
納
付
金
の
総
報
酬
割
導
入
や
一
定
以
上

の
所
得
を
有
す
る
利
用
者
負
担
の
見
直
し

な
ど
が
段
階
的
に
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、

６
年
に
一
度
の
医
療
・
介
護
同
時
報
酬
改

定
が
行
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
28
年
５
月
に
成
立
し
た

「
障
害
者
総
合
支
援
法
及
び
児
童
福
祉
法
の

改
正
法
」
に
は
、
市
町
村
が
国
保
連
合
会

に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
か
か
る
給
付

費
の
審
査
を
委
託
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
旨
の
規
定
の
ほ
か
、
自
立
生
活
支
援
な

ど
の
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
、
高
齢
障
害
者

の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
利
用
等

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

本
会
と
し
て
も
こ
の
よ
う
な
状
況
に
柔

軟
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た

り
保
険
者
の
共
同
目
的
達
成
機
関
と
し
て

の
役
割
と
使
命
を
果
た
す
こ
と
を
念
頭
に
、

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
給
付
費
等
の
審
査
支
払
業
務
の
充
実
・
強

化
を
は
じ
め
、
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進
、

保
健
事
業
の
支
援
強
化
な
ど
国
民
健
康
保

険
事
業
の
安
定
運
営
の
確
保
に
向
け
て
組

織
体
制
の
整
備
を
図
り
な
が
ら
、
保
険
者

並
び
に
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、

よ
り
一
層
の
適
正
な
事
業
運
営
と
更
な
る

保
険
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
30
年
度
の
事
業
計
画

は
、
保
険
者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
国
保
連

合
会
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
、
次
の
と

お
り
重
点
目
標
及
び
そ
の
取
り
組
み
方
針

を
定
め
、
そ
の
企
画
・
運
営
・
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
常
に
保
険
者
の
満
足
度
を
高
め
る

工
夫
、
価
値
あ
る
情
報
の
提
供
な
ど
に
留

意
し
な
が
ら
保
険
者
の
期
待
に
沿
っ
た
成

果
を
あ
げ
、
負
託
に
応
え
る
も
の
と
す
る
。

２　

重
点
目
標

⑴
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営

　

保
険
者
の
意
を
体
し
、
安
定
し
た
国
民

健
康
保
険
事
業
運
営
に
向
け
た
事
業
・
運

動
の
展
開

⑵
成
果
を
上
げ
る
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審
査
支
払
事
業

等
の
展
開

　

査
定
率
向
上
を
意
識
し
た
効
率
的
な
レ

セ
プ
ト
審
査
体
制
の
強
化
・
審
査
精
度
の

向
上
及
び
審
査
支
払
業
務
・
事
務
代
行
業

務
の
効
率
的
推
進

⑶
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

　

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業
の
拡

充
及
び
各
種
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

⑷
実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
の
支
援
強
化

と
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
業
務
の
適

正
執
行

　

総
合
的
保
健
事
業
支
援
の
充
実
、
医
療

デ
ー
タ
の
情
報
提
供
及
び
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化
及
び
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理

業
務
の
適
正
執
行

⑸
介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援
事
業
等

関
係
業
務
の
適
正
執
行

　

介
護
給
付
適
正
化
対
策
事
業
の
積
極
的

な
推
進
、
介
護
給
付
費
等
審
査
支
払
業
務
及
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び
障
害
介
護
給
付
費
等
審
査
支
払
業
務
の

適
正
執
行
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

⑹
新
規
事
業
へ
の
対
応

　

保
険
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業
へ
の

弾
力
的
対
応

⑺
成
果
を
生
み
出
す
組
織
体
制
・
事
務
運

営
等
の
整
備

　

総
合
的
・
効
果
的
に
事
業
を
展
開
す
る

た
め
の
組
織
体
制
の
整
備
、
職
員
の
資
質

の
向
上
、
事
務
運
営
等
の
改
善

３　

重
点
目
標
の
取
り
組
み
方
針

⑴
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営

　

国
民
健
康
保
険
運
営
の
都
道
府
県
単
位

化
に
向
け
た
検
討
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
的
運
営
に
向
け

て
保
険
者
と
連
携
を
密
に
し
、
事
務
の
効

率
化
、
調
査
研
究
、
価
値
あ
る
情
報
の
提

供
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
医
療
保
険
制
度
を
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
で
安
定
的
な
制
度
に
す
る
た

め
、
引
き
続
き
国
保
関
係
者
が
一
丸
と
な

り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定
運
営
に

向
け
た
運
動
を
展
開
す
る
。

⑵
成
果
を
上
げ
る
国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
診
療
報
酬
審
査
支
払
事
業

等
の
展
開

　

審
査
事
務
共
助
の
充
実
強
化
、
審
査
委

員
会
へ
の
情
報
の
提
供
な
ど
に
よ
る
効
率

的
な
レ
セ
プ
ト
審
査
体
制
の
強
化
を
図
り

つ
つ
、
審
査
支
援
シ
ス
テ
ム
等
の
活
用
な

ど
審
査
基
準
の
統
一
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
な
ど
の
効

率
化
を
進
め
な
が
ら
、
国
保
総
合
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
審
査
の
更
な
る
精
度
向
上

に
努
め
る
。

　

ま
た
、
出
産
育
児
一
時
金
等
の
支
払
業

務
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
代
行
業
務

の
適
正
か
つ
効
率
化
を
図
る
。

⑶
共
同
事
業
の
効
率
的
推
進

　

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業
の
更

な
る
事
業
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
国
保
総

合
シ
ス
テ
ム
の
機
能
改
善
に
よ
る
保
険
者

事
務
の
効
率
化
を
図
る
。

　

ま
た
、
第
三
者
行
為
損
害
賠
償
求
償
事
務

の
取
組
強
化
・
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

海
外
療
養
費
不
正
請
求
対
策
支
援
業
務
及

び
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス

テ
ム
の
管
理
業
務
の
適
正
な
事
務
の
執
行

に
努
め
る
。

⑷
実
効
性
の
あ
る
保
健
事
業
の
支
援
強
化

と
特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
業
務
の
適

正
執
行

　

生
涯
元
気
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

支
援
す
る
た
め
の
人
材
育
成
、
国
保
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
か
ら
の

医
療
デ
ー
タ
の
活
用
な
ど
に
基
づ
く
保
健

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
栃
木
県
保

険
者
協
議
会
を
通
じ
、
地
域
・
職
域
保
険

等
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
保
健

事
業
の
実
効
性
を
高
め
る
な
ど
、
市
町
保

健
事
業
の
支
援
を
行
う
。

　

更
に
、
生
活
習
慣
病
・
予
備
群
減
少
の

た
め
の
デ
ー
タ
提
供
活
用
支
援
や
人
工
知

能
［
と
く
ナ
ビ
Ａ
Ｉ
］
を
活
用
し
た
受
診

率
向
上
支
援
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
特

定
健
診
等
の
デ
ー
タ
管
理
業
務
の
適
正
執

行
に
努
め
る
。

⑸
介
護
保
険
・
障
害
者
総
合
支
援
事
業
等

関
係
業
務
の
適
正
執
行

　

介
護
給
付
費
等
審
査
支
払
業
務
の
適
正

執
行
、
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
介
護
給
付
適
正
化
対

策
事
業
の
積
極
的
推
進
に
よ
る
保
険
者
支

援
の
強
化
を
図
る
。

　

ま
た
、
医
療
・
介
護
同
時
報
酬
改
定
及

び
制
度
改
正
に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
環
境

の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
障
害

介
護
給
付
費
等
の
審
査
業
務
に
取
り
組
み
、

保
険
者
事
務
の
効
率
化
を
図
る
。	

⑹
新
規
事
業
へ
の
対
応

　

医
療
保
険
制
度
等
の
改
革
に
伴
う
新
規

事
業
へ
の
対
応
と
し
て
、
国
保
情
報
集
約

シ
ス
テ
ム
の
適
正
な
運
用
及
び
普
通
交
付

金
収
納
事
務
を
実
施
す
る
。

　

更
に
、
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
に
示
さ
れ
た
保
険
者
の
取
組
支
援
と
し

て
、「
重
複
・
頻
回
受
診
者
及
び
重
複
服
薬

者
訪
問
指
導
支
援
事
業
（
モ
デ
ル
事
業
）」

を
は
じ
め
、「
保
険
料
（
税
）
適
正
算
定

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
た
国
保
税
賦
課
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
」
な
ど
保
険

者
支
援
業
務
の
充
実
強
化
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
柔
道
整
復
師
施
術
療
養
費
適
正

化
事
業
の
拡
充
を
検
討
す
る
。

　

併
せ
て
、
国
民
健
康
保
険
等
柔
道
整
復
療

養
費
審
査
委
員
会
を
新
た
に
本
会
に
設
置

し
、
支
給
の
適
正
化
及
び
標
準
化
を
図
る
。

⑺
成
果
を
生
み
出
す
組
織
体
制
・
事
務
運

営
等
の
整
備

　

保
険
者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
成
果
を

生
み
出
す
事
業
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、

平
成
30
年
度
本
会
事
業
計
画
の
重
点
目
標

の
取
り
組
み
方
針
に
沿
っ
て
事
務
局
体
制

の
整
備
、
職
員
の
資
質
の
向
上
、
事
務
運

営
の
改
善
に
努
め
る
。
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平成30年度栃木県国民健康保険団体連合会予算総括

［備考］

合　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

平成30年度

対前年度比較増減額
（千円）

診
療
報
酬
審
査
支
払
特
別
会
計

診
療
報
酬
支
払
勘
定

診
療
報
酬
支
払
勘
定

支
払
勘
定

支
払
勘
定

関
係
業
務
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

業 

務 

特 

別 

会 

計

介
護
保
険
事
業
関
係

業　　　　　務　　　　　勘　　　　　定

業　　　　務　　　　勘　　　　定

業　　　　務　　　　勘　　　　定

業　　　　務　　　　勘　　　　定

後期高齢者医療診療報酬支払勘定

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定

区　　　　　　　　分
平成29年度
（千円） 予算

（千円）
前年度対比

（％）

一　　　　　般　　　　　会　　　　　計

区　　　　　　　　分

上記表中、（ ）内の数字は、各会計支払勘定、指定公費関係諸費［指定公費請求支払事業（県内一般分・療養費分）、特別会計（国民健康保険診
療報酬支払勘定）繰出金］、保険者間調整受入金及び支出金、保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業拠出金、第三者行為損害賠償求償
金、介護保険事業関係業務特別会計の主治医意見書料、介護予防ケアマネジメント負担金及び電子証明書発行手数料、障害者総合支援法関係業
務等特別会計の電子証明書発行手数料、特定健診費用決済業務を除いた数字（事務運営に要する経費）である。

国 民 健 康 保 険 診 療 報 酬 支 払 勘 定

公費負担医療に関する診療報酬支払勘定

出産育児一時金等に関する支払勘定

保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業特別会計

第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業特別会計

介 護 給 付 費 支 払 勘 定

公費負担医療等に関する報酬等支払勘定

特定健診保健指導費用決済業務特別会計

職 員 厚 生 資 金 貸 付 金 特 別 会 計

（571,274）
571,274

（1,386,198）
2,414,822

151,494,420

4,002,166

1,235,647

156,732,233

（737,209）
737,209

196,440,617

1,057,585

197,498,202

（15,022）
60,402,953
（11,359）

482,607
（240,518）

633,167

132,833,514

1,174,771

134,008,285

（47,480）
51,771

33,166,283

3,751,501

36,917,784

（55,232）
1,410,628

8,202

（3,064,292）
591,869,137

（483,302）
483,302

（1,366,310）
1,888,542

144,031,158

3,757,155

1,030,267

148,818,580

（693,104）
693,104

201,732,733

1,067,442

202,800,175

（0）
0

（12,607）
483,615

（231,536）
600,730

137,633,139

1,241,237

138,874,376

（52,622）
56,710

35,660,939

6,563,929

42,224,868

（53,665）
1,377,680

8,309

（2,893,146）
538,309,991

（△87,972）
△87,972

（△19,888）
△526,280

△7,463,262

△245,011

△205,380

△7,913,653

（△44,105）
△44,105

5,292,116

9,857

5,301,973

（△15,022）
△60,402,953

（1,248）
1,008

（△8,982）
△32,437

4,799,625

66,466

4,866,091

（5,142）
4,939

2,494,656

2,812,428

5,307,084

（△1,567）
△32,948

107

（△171,146）
△53,559,146

（84.60）
84.60

（98.56）
78.20

95.07

93.87

83.37

94.95

（94.01）
94.01

102.69

100.93

102.68

（皆減）
皆減

（110.98）
100.20

（96.26）
94.87

103.61

105.65

103.63

（110.82）
109.54

107.52

174.96

114.37

（97.16）
97.66

101.30

（94.41）
90.95

障 害 介 護 給 付 費 支 払 勘 定

障 害 児 給 付 費 支 払 勘 定

業
務
等
特
別
会
計

障
害
者
総
合
支
援
法
関
係
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塩
谷
町
は
、
栃
木
県
の
中
央
や
や
北
部
に

位
置
し
、
北
は
那
須
塩
原
市
、
西
は
日
光
市
、

東
は
矢
板
市
、
南
は
さ
く
ら
市
と
宇
都
宮

市
に
接
し
て
い
ま
す
。
交
通
で
は
東
西
方

向
に
国
道
４
６
１
号
、
南
北
方
向
に
主
要

地
方
道
藤
原
・
宇
都
宮
線
が
走
り
、
町
の

中
心
部
を
交
差
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
近

く
の
上
河
内
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に
よ
り
、
高
速

道
路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
格
段
に
良
く
な

り
利
便
性
も
増
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
北
部
は
、
日
光
国
立
公
園
の
一
部
で

あ
る
高
原
山
を
頂
点
と
し
た
山
林
地
帯
で
、

林
産
資
源
に
富
み
、
名
水
百
選
で
知
ら
れ

る
「
尚
仁
沢
湧
水
群
」
は
癒
し
の
空
間
を

演
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
東
部
を
流
れ
る

荒
川
と
西
部
を
流
れ
る
鬼
怒
川
が
、
町
の

両
側
を
囲
み
な
が
ら
南
流
し
て
お
り
、
ま

さ
に
自
然
の
宝
庫
と
い
う
べ
き
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
自
然
豊
か
な
塩
谷
町
に
お
い
て

は
、
徐
々
に
人
口
減
少
と
と
も
に
高
齢
化

が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に

「
国
保
」
と
し
て
、
保
健
事
業
へ
の
積
極
的

な
参
加
や
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
へ
の
参
画

を
し
な
が
ら
各
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
生
活
習
慣
病
対
策

を
は
じ
め
と
す
る
健
康
増
進
事
業
や
糖
尿

病
な
ど
の
発
症
・
重
症
化
予
防
へ
の
事
業

は
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
本
町
の
国
保
運
営
協
議
会
会
長

の
鈴
木
孝
夫
氏
で
す
が
、
現
在
本
町
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
会
会
長
と
し
て
も
地

域
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
行
政
区
長
を

歴
任
す
る
な
ど
、
本
町
に
お
い
て
こ
れ
ま

で
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
鈴
木
会
長
で
す
が
、
現
在
は
農
業
に
従

事
し
な
が
ら
、
本
町
の
特
産
品
で
も
あ
る

「
し
め
縄
」
づ
く
り
を
手
掛
け
て
お
り
、
ま

さ
に
マ
ル
チ
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
本
町
の
国

保
運
営
協
議
会
に
お
い
て
も
税
率
や
賦
課

限
度
額
、
さ
ら
に
は
課
税
方
式
の
見
直
し

な
ど
が
迫
ら
れ
る
中
、
被
保
険
者
の
目
線

に
立
っ
た
改
正
案
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
協
議
会
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
続
け
ら
れ
る
制
度
の

確
立
に
向
け
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

国保運協会長プロフィール

塩谷町

鈴　木　孝　夫
す ず き おた か

会
長
の
一
言

「国保の新しい未来へ」
　国保運営協議会の会長という重責を担うこととなり、改めてこ
の町の国保の重要性を認識しているところです。国保制度の大き
な改革による波が、さざ波のように柔らかく、穏やかに揺れ動
き、次世代にわたって安心かつ安定した医療制度の実現を目指
し、非力ながら努力していきたいと思っています。
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栃
木
県
南
東
部
に
位
置
し
県
都
宇
都
宮

市
か
ら
約
30
㎞
、
東
京
の
都
心
か
ら
約

１
０
０
㎞
の
距
離
に
あ
る
益
子
町
。
面
積

は
89
・
54
㎢
、
人
口
は
平
成
30
年
１
月
１

日
現
在
２
万
２
６
５
９
人
。
小
貝
川
が
町

の
西
側
を
北
か
ら
南
へ
と
流
れ
、
そ
の
河

岸
の
平
野
部
が
町
の
大
部
分
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

益
子
の
歴
史
は
、
室
町
、
鎌
倉
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
よ
う
な
貴
重
な
文
化
財
が
町
の
中

心
を
取
り
巻
く
よ
う
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

室
町
時
代
に
建
立
さ
れ
た
西
明
寺
、
円

通
寺
、
地
蔵
院
の
歴
史
的
建
造
物
を
中
心

に
国
指
定
文
化
財
（
７
件
）、
県
指
定
文
化

財
（
36
件
）、
彫
刻
屋
台
な
ど
町
指
定
文
化

財
（
64
件
）
を
数
多
く
擁
し
、
歴
史
と
文

化
に
あ
ふ
れ
、
さ
ら
に
県
立
益
子
自
然
公

園
に
代
表
さ
れ
る
緑
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
町
で
す
。

　

環
境
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
四
季
、
ゆ

る
や
か
な
起
伏
の
山
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

益
子
で
は
、
そ
の
風
土
を
生
か
し
た
産
業

や
農
業
が
営
ま
れ
、
益
子
焼
は
全
国
的
に

有
名
で
春
と
秋
の
陶
器
市
を
中
心
に
年
間

を
通
し
１
９
０
万
人
ほ
ど
の
集
客
が
み
ら

れ
、
町
の
重
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
中
心
部
か
ら
少
し
足
を
延
ば
せ
ば

豊
か
で
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
里
山
の

景
色
が
広
が
っ
て
お
り
、
冬
か
ら
春
に
は
い

ち
ご
狩
り
、
夏
に
は
ひ
ま
わ
り
畑
、
秋
に
は

畑
一
面
に
コ
ス
モ
ス
の
花
が
咲
き
誇
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
秋
に
は
、
町

の
南
の
玄
関
口
で
あ
る
田
野
地
区
に
道
の

駅
が
オ
ー
プ
ン
し
、
農
業
の
振
興
と
地
域

活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
観
光
客

が
来
場
し
て
い
ま
す
。

大
家
族
『
ま
し
こ
家
』
を
め
ざ
し
て

　
「
幸
せ
な
共
同
体
・
ま
し
こ
」
を
ま
ち
の

将
来
像
と
し
、
町
で
暮
ら
す
人
、
学
ぶ
人
、

働
く
人
、
訪
れ
る
人
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、力
を
ひ
と
つ
に
す
る
「
共
同
体
」

と
し
て
、
い
き
い
き
と
し
た
毎
日
を
お
く

る「
幸
せ
」を
感
じ
る
、大
家
族『
ま
し
こ
家
』

の
よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
農
業
、
商
工
業
、
益
子
焼
・

伝
統
工
芸
・
自
然
・
文
化
財
な
ど
の
資
源

を
活
か
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る

益
子
町
を
訪
ね
、
４
月
に
迫
っ
た
国
保
都

道
府
県
化
に
向
け
た
課
題
や
国
保
税
収
納

率
向
上
、
保
健
事
業
の
取
り
組
み
等
に
つ

い
て
う
か
が
っ
た
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

益 子 町第119回

リンパマッサージでカラダの中の大掃除!!「リンパマッサージＤＥ軽やかに動けるカラダづくり
教室」の様子

 　　突撃ルポ 保険者みてある記

 　　突撃ルポ 保険者みてある記

宇都宮市 益子町
幸せな共同体・ましこ

住民課国保年金係の窓口の様子
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課
題
は
特
定
健
診
受
診
率
の
伸
び
悩
み

　

住
民
課
国
保
年
金
係
は
、
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
及
び
年
金
事
務
を
所

管
。
嘱
託
保
健
師
１
名
を
含
む
６
名
が
日
々

の
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
業
務
に
携
わ
っ
て
５
年
目
に
入
り
、

係
を
総
括
す
る
大
西
係
長
は
、「
国
保
業
務

は
制
度
が
複
雑
で
資
格
や
給
付
の
ほ
か
税

に
関
す
る
知
識
も
必
要
と
し
、
私
以
外
は

１
～
２
年
目
で
若
い
職
員
が
多
い
で
す
が
、

窓
口
業
務
で
は
丁
寧
な
応
対
を
心
掛
け
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

国
保
業
務
の
課
題
を
う
か
が
う
と
、「
特

定
健
診
受
診
率
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と

が
課
題
で
す
。
27
年
度
に
40
％
を
超
え
た

も
の
の
、
全
国
的
に
見
て
も
低
い
状
況
で

す
。
ま
た
、
未
受
診
者
は
特
に
40
～
50
歳

台
の
方
が
多
く
、
今
後
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
シ

ス
テ
ム
導
入
の
検
討
も
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
多
様
な
受
診
環
境

の
整
備
を
図
る
考
え
を
述
べ
ま
す
。

　

一
方
で
、
４
月
に
迫
っ
た
国
保
制
度
改
革

（
国
保
運
営
の
県
単
位
化
）
に
向
け
た
進
捗

状
況
や
課
題
を
う
か
が
う
と
、「
県
か
ら
示

さ
れ
た
国
保
事
業
費
納
付
金
額
等
を
勘
案

し
た
結
果
、
今
の
と
こ
ろ
国
保
税
の
税
率

改
正
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の
改

革
は
被
保
険
者
に
大
き
な
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
４
月
以
降
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
流
れ
が
変
わ
る
こ
と
で
業
務
の
煩
雑
化

を
招
か
な
い
か
懸
念
し
て
い
ま
す
」
と
続

け
ま
す
。

『
健
康
相
談
ま
し
こ
24
』
は
好
評

　

ま
た
、
特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

「
24
時
間
年
中
無
休
で
町
民
の
方
が
電
話
に

よ
る
健
康
相
談
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
可
能
な

『
健
康
相
談
ま
し
こ
24
』
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
医
師
・
保
健
師
・
看
護
師
等
が
健
康
・

医
療
・
介
護
・
育
児
に
関
す
る
相
談
を
受

け
る
ほ
か
、
近
隣
の
医
療
機
関
情
報
を
提

供
し
、
年
間
千
件
程
度
の
利
用
が
あ
り
、

医
療
費
適
正
化
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
」

と
大
西
係
長
は
健
康
相
談
の
効
果
を
強
調

し
ま
す
。

保
険
者
努
力
支
援
制
度
は
、
町
の
取
り

組
む
べ
き
課
題
の
指
標

　

主
に
補
助
金
や
年
報
・
月
報
業
務
を
担

当
す
る
鈴
木
主
事
に
、
30
年
度
か
ら
本
格

実
施
と
な
る
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
意

義
に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、「
各
市
町
の
保

健
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
が
目
に
見
え
て

数
値
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
医
療
費
適
正

化
に
向
け
て
町
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

べ
き
か
の
指
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

収
納
率
向
上
も
大
き
な
課
題
と
認
識
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

日
々
の
業
務
で
苦
慮
し
て
い
る
点
に
つ

い
て
は
、「
窓
口
で
被
保
険
者
の
方
に
手
続

き
な
ど
の
制
度
の
し
く
み
を
理
解
い
た
だ

く
の
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
が
、
お
客
様
（
住

民
）
の
笑
顔
が
見
た
い
の
で
、
来
年
も
国

保
業
務
に
携
わ
り
た
い
で
す
」
と
前
向
き

な
姿
勢
を
見
せ
ま
す
。

保
険
証
有
効
期
限
変
更
の
問
合
せ
に
苦
慮

　

保
健
事
業
業
務
を
担
当
す
る
大
塚
主
事

に
は
、
業
務
内
容
や
課
題
を
う
か
が
い
ま

し
た
。
大
塚
主
事
は
、「
主
は
年
金
業
務
で

す
が
、
国
保
業
務
で
は
主
に
人
間
ド
ッ
ク

や
特
定
健
診
の
補
助
金
業
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
県
単
位
化
関
連
で
は
、
昨
年
10

月
に
交
付
し
た
保
険
証
の
有
効
期
限
が
通

常
よ
り
短
く
（
10
か
月
に
）
な
っ
た
こ
と

に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
が
当
初
は
多
く
苦

慮
し
ま
し
た
が
、
今
は
落
ち
着
い
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

若
い
職
員
が
多
い
住
民
課
国
保
年
金
係

の
み
な
さ
ん
の
話
か
ら
は
、
様
々
な
課
題

に
対
し
真
摯
に
業
務
に
取
り
組
む
姿
勢
を

感
じ
、
一
層
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

年
間
１
０
０
件
以
上
の
差
押
え
を
達
成 

　

収
納
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
税

務
課
納
税
係
の
み
な
さ
ん
に
う
か
が
い
ま

し
た
。

　

国
保
税
を
含
む
町
税
な
ど
の
徴
収
業
務

を
所
管
す
る
納
税
係
は
、
係
長
以
下
６
名

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

係
を
総
括
す
る
堀
中
係
長
は
、「
滞
納
整

理
の
具
体
的
な
目
標
と
し
て
、
全
税
目
対
象

住民課　大西係長

特定健診受診啓発用のぼり旗

住民課　鈴木主事（左）、大塚主事（右）
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保健センターのみなさん

税務課　五月女主事

ま
す
」
と
前
向
き
に
話
し
ま
す
。

差
押
え
不
動
産
の
換
価
価
値
を
見
直
し

　

堀
中
係
長
に
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
う
か
が
う
と
、「
今
年
度
の
取
り
組
み
と

し
て
、
差
押
え
し
て
い
る
不
動
産
に
つ
い

て
、
抵
当
権
の
設
定
状
況
や
新
た
な
不
動

産
の
有
無
を
洗
い
直
す
な
ど
、
換
価
価
値

の
見
直
し
を
行
い
、
執
行
停
止
や
不
納
欠

損
処
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
、「
不

動
産
の
後
は
、
一
般
債
権
等
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
新
た
な
取

り
組
み
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

給
与
の
一
斉
調
査
と
捜
索
を
強
化

　

滞
納
整
理
・
処
分
業
務
を
担
当
す
る
特

別
徴
収
班
の
五
月
女
主
事
は
、「
国
保
税
は

世
帯
主
に
課
税
さ
れ
る
た
め
、
世
帯
主
が

高
齢
や
無
職
の
滞
納
者
は
年
金
暮
ら
し
や

差
押
え
財
産
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
慢
性

的
な
滞
納
状
態
に
な
り
や
す
い
と
感
じ
ま

す
」
と
滞
納
整
理
の
難
し
さ
を
話
し
ま
す
。

　

一
方
で
、
29
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
う
か
が
う
と
、「
特
徴
的
な
取
り

組
み
と
し
て
は
、
県
徴
収
指
導
員
派
遣
事

業
を
実
施
し
、
年
６
回
国
税
庁
Ｏ
Ｂ
の
方

に
高
額
滞
納
案
件
な
ど
今
後
の
進
め
方
の

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
後
は
給
与
の

一
斉
調
査
を
進
め
、
生
活
実
態
を
把
握
す

る
た
め
捜
索
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
す
。

　

町
の
特
性
と
し
て
、
国
保
加
入
世
帯
の

占
め
る
割
合
が
他
市
町
よ
り
高
く
、
徴
収

や
滞
納
整
理
に
苦
慮
し
て
い
る
点
が
印
象

的
で
し
た
が
、
地
道
な
取
り
組
み
に
よ
り

更
な
る
収
納
率
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

健
康
指
標
全
国
１
位
を
目
指
す
！ 

　

住
民
へ
の
健
康
づ
く
り
を
含
む
保
健
事

業
の
取
り
組
み
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
健

康
福
祉
課
保
健
予
防
係
）
の
高
浜
保
健
セ

ン
タ
ー
所
長
、
小
田
原
保
健
師
及
び
住
民

課
国
保
年
金
係
の
佐
藤
嘱
託
保
健
師
に
う

か
が
い
ま
し
た
。

　

益
子
町
は
、
平
成
24
年
の
健
康
指
標
が

な
ん
と
全
国
35
位
（
㈱
富
士
通
研
究
所
・

㈱
富
士
通
総
研
「
自
治
体
の
特
性
を
見
え

る
化
す
る
評
価
ツ
ー
ル
」
に
よ
る
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
１
人
あ
た
り
診
療
費
の

ラ
ン
キ
ン
グ
）。

　

ま
ち
の
将
来
像
の
実
現
を
目
指
し
、
優

先
的
に
実
施
す
る
施
策
や
具
体
的
な
取
組

を
明
示
す
る
「
新
ま
し
こ
未
来
計
画
」
に
は
、

31
年
度
に
全
国
１
位
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
そ
う
で
す
。

町
民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
の
変
化
も
！ 

　

町
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
健
康
づ
く
り
事

業
に
つ
い
て
、
高
浜
所
長
に
う
か
が
う

と
、「『
さ
わ
や
か
健
康
ウ
ォ
ー
ク
』
や
『
リ

ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
Ｄ
Ｅ
軽
や
か
に
動
け
る

カ
ラ
ダ
づ
く
り
教
室
』
な
ど
の
運
動
を
通

し
た
健
康
教
室
を
は
じ
め
、
毎
月
第
３
月

曜
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

『
体
組
成
計
測
定
』
や
『
栄
養
相
談
』
に
よ

り
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
更
な
る
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。
特
に
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー

ジ
は
申
込
多
数
の
好
評
な
教
室
で
、
実
施

前
後
の
腹
囲
測
定
で
は
マ
イ
ナ
ス
６
㎝
の

方
も
い
て
、
お
腹
ま
わ
り
が
増
え
た
方
に

は
と
て
も
効
果
的
で
す
」
と
話
し
、「
各
教

室
の
申
込
が
定
員
オ
ー
バ
ー
に
な
る
な
ど
、

保
健
師
の
感
覚
で
す
が
、
住
民
の
健
康
に

に
財
産
調
査
を
年
間
５
０
０
件
程
度
、
差

押
え
を
年
間
１
０
０
件
以
上
と
し
て
お
り
、

28
年
度
ま
で
は
毎
年
度
達
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
証
交
付
の
た
め
、
町
税
な
ど

の
滞
納
に
は
国
保
税
を
優
先
的
に
充
当
し

て
い
ま
す
が
、
分
納
誓
約
を
し
て
も
分
納

を
守
ら
ず
、
病
院
に
か
か
る
と
き
の
み
少

額
納
付
し
、
短
期
保
険
証
の
交
付
を
受
け

る
滞
納
者
が
多
い
と
感
じ
ま
す
」
と
国
保

税
特
有
の
問
題
点
を
話
し
ま
す
。

速
や
か
な
滞
納
整
理
・
処
分
を
徹
底

　

課
題
を
う
か
が
う
と
、「
現
年
度
課
税
分

滞
納
者
を
滞
納
繰
越
分
滞
納
者
に
し
な
い

こ
と
、
つ
ま
り
速
や
か
に
滞
納
整
理
・
処

分
す
る
こ
と
で
、
滞
納
額
が
少
な
い
内
に

滞
納
脱
却
を
図
っ
て
も
ら
い
、
こ
の
こ
と

が
滞
納
者
の
為
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
で
す
」
と
述
べ
、「
今
後
は
、

滞
納
整
理
・
処
分
の
進
行
管
理
を
徹
底
し
、

滞
納
者
の
縮
減
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

健幸ポイントのぼり旗

▲

税務課　堀中係長
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◎益子町の概況

総人口（人）
総世帯数（世帯）

一人当たりの療養諸費費用額（円）
特定健診受診率（％）
特定保健指導実施率（％）

平成26年度 平成27年度 平成28年度

加入世帯数（世帯）
被保険者数（人）
被保険者加入率（％）
一人当たり調定額（円）
収納率（％）

国保被保険者

保険料（税）
収納状況（現年分）

24,197
8,649
4,181
7,911
32.7

100,361
90.74

268,943
35.5
78.0

23,952
8,650
4,087
7,617
31.8

96,253
91.39

289,242
40.4
65.9

23,668
8,675
3,994
7,328
31.0

102,565
90.82

296,022
38.3
79.5

▲健康まつりで「肉なし野菜チヂミ」の
　試食を配布するヘルスメイトさん

健幸サポーターになると
もらえるオリジナルＴシャツ

さわやか健康ウォークの様子。自発的
な健康づくりの推進を図っています。

28年度に購入した体組成計。
町民から好評です！

対
す
る
意
識
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
男
性
や
若
い
方
の
参
加
者
が
多

い
の
も
特
徴
で
す
。
若
い
う
ち
か
ら
の
健

診
の
継
続
受
診
と
保
健
指
導
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
」
と
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
醸

成
を
実
感
し
ま
す
。

健
幸
サ
ポ
ー
タ
ー
が
輪
を
つ
な
げ
る 

　

健
や
か
に
幸
せ
に
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
豊
か
な
く
ら
し
実
現
の
た
め
に
、
29

年
度
か
ら
実
施
の
「
益
子
町
健
幸
ポ
イ
ン

ト
」。
健
康
教
室
へ
の
参
加
や
各
種
健
診
を

受
診
す
る
こ
と
で
、
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
を

貯
め
る
と
５
０
０
円
相
当
の
”マ
ッ
シ
（
ス

マ
イ
ル
通
貨
）“に
交
換
で
き
、
町
内
の
飲

食
店
等
で
利
用
で
き
る
も
の
。

　

小
田
原
保
健
師
は
、「
非
常
に
好
評
な
事

業
で
、
ご
家
族
や
お
友
達
に
町
の
健
康
づ
く

り
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る

『
健
幸
サ
ポ
ー
タ
ー
』
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
と
５
０
０
ポ
イ
ン
ト

の
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
（
写
真

参
照
）
も
貰
え
ま
す
。
既
に
５
０
０
ポ
イ

ン
ト
貯
ま
っ
た
方
も
多
く
い
ま
す
が
、
も
っ

と
貯
め
て
か
ら
マ
ッ
シ
に
交
換
す
る
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
楽

し
み
が
健
康
づ
く
り
に
繋
が
る
こ
と
は
大

変
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

き
め
細
や
か
な
健
診
受
診
勧
奨
を
実
施

　

国
保
部
門
配
置
の
佐
藤
保
健
師
は
、
特

定
健
診
・
保
健
指
導
の
取
り
組
み
に
ふ
れ
、

「
個
別
通
知
や
電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
４
月
に
年
度
内
40
歳
到

達
者
、
10
月
に
40
歳
到
達
者
の
う
ち
未
受

診
者
や
予
約
あ
る
方
の
う
ち
未
受
診
者
を

対
象
に
受
診
勧
奨
し
て
い
ま
す
。
町
で
は

集
団
健
診
の
み
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
予

約
日
に
来
所
が
な
か
っ
た
方
に
は
即
日
電

話
勧
奨
し
、
不
通
の
場
合
は
返
信
用
葉
書

に
て
再
勧
奨
も
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
言

葉
か
ら
は
、
保
健
師
さ
ん
な
ら
で
は
の
き

め
細
や
か
で
、
か
つ
粘
り
強
い
対
応
が
印

象
的
で
す
。

　

ま
た
、
保
健
指
導
実
施
率
が
60
～
70
％

台
の
高
水
準
を
維
持
し
て
い
る
理
由
に
つ

い
て
う
か
が
う
と
、「
23
年
度
当
時
は
、
65

歳
以
上
の
動
機
付
け
支
援
が
思
う
よ
う
に

実
施
で
き
ず
８
・
２
％
ま
で
落
ち
込
み
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
25
年
度
に
国
保
部
門
に
保

健
師
１
名
を
雇
用
（
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
配

置
）
し
た
こ
と
で
、
26
年
度
は
78
・
０
％

ま
で
回
復
し
ま
し
た
。
人
員
増
の
影
響
も

大
き
い
で
す
が
、
健
診
結
果
説
明
会
時
に

保
健
指
導
の
初
回
面
接
を
実
施
し
、
目
標

設
定
を
で
き
る
こ
と
が
、
実
施
率
が
高
い

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
感
じ
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

若
年
層
へ
の
対
策
が
課
題

　

課
題
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、
小
田

原
保
健
師
は
、「
保
健
指
導
の
対
象
と
な
る

若
い
方
が
多
い
た
め
、
３
日
間
の
み
実
施

し
て
い
た
『
ヤ
ン
グ
ミ
ニ
健
診
（
19
～
39

歳
）』
を
、
30
年
度
は
受
診
日
程
を
増
や
し
、

リ
ス
ク
の
高
い
方
は
結
果
説
明
会
時
に
体

組
成
計
の
測
定
を
行
っ
た
う
え
で
、
指
導

に
結
び
付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

若
年
層
へ
の
意
識
付
け
の
重
要
性
を
強
調

し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
浜
所
長
は
、「
ご
当
地
体
操
の

作
曲
等
を
地
元
の
音
楽
家
の
方
に
依
頼
し

て
お
り
、
30
年
度
は
振
り
付
け
を
完
成
さ

せ
、
体
操
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の
推
進

や
、
健
幸
ポ
イ
ン
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
を
活
性

化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

今
後
の
取
り
組
み
に
向
け
た
抱
負
を
述
べ

ま
す
。

　

様
々
な
課
題
に
対
し
、
国
保
・
収
税
・

保
健
事
業
の
所
管
課
が
横
の
連
携
を
図
り
、

国
保
運
営
を
支
え
て
い
る
益
子
町
。
庁
内

の
横
連
携
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感
し
た

取
材
と
な
り
ま
し
た
。
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金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
国
保
の
財
政
基

盤
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

指
標
と
し
て
は
、
①
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
の
受
診
率
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
と
そ
の
予
備
群
の
減

少
率
②
特
定
健
診
以
外
の
健
診
実
施
状
況
、

健
診
結
果
に
基
づ
く
受
診
勧
奨
等
へ
の
取

組
状
況
③
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
へ
の
取

組
状
況
④
広
く
加
入
者
に
対
し
て
行
う
予

防
・
健
康
づ
く
り
へ
の
取
組
状
況
⑤
加
入

者
の
適
正
受
診
・
適
正
服
薬
を
促
す
取
組

の
実
施
状
況
⑥
後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進

へ
の
取
組
状
況
―
と
い
っ
た
各
医
療
保
険

の
保
険
者
に
共
通
す
る
も
の
の
他
、
ⓐ
保

険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
へ
の
取
組
状
況

ⓑ
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
策
定
状
況
ⓒ
医

療
費
通
知
へ
の
取
組
状
況
ⓓ
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
へ
の
取
組
状
況
ⓔ
第
三
者
求
償
へ

の
取
組
状
況
―
な
ど
の
国
保
固
有
の
指
標

も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
財
政
基
盤
の
強
化
は
、
保
険
者

努
力
を
促
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
強
化
の
意

図
が
露
骨
す
ぎ
る
嫌
い
は
あ
る
が
、
国
保
財

政
の
安
定
化
に
一
定
の
寄
与
を
す
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
で

国
保
の
被
保
険
者
が
抱
え
る
、
①
年
齢
が

高
い
②
無
職
者
が
多
い
③
低
所
得
者
が
多

い
④
保
険
料
収
納
率
が
低
い
―
と
い
っ
た

構
造
的
問
題
が
根
本
的
に
解
決
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

そ
れ
ら
の
解
消
と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で

も
、
そ
の
緩
和
を
図
る
た
め
に
は
、
国
は
、

国
保
の
み
な
ら
ず
医
療
保
険
全
体
に
つ
い

て
、
財
政
調
整
や
患
者
負
担
を
含
む
財
政

構
造
の
見
直
し
や
、
保
険
給
付
の
重
点
化
・

効
率
化
を
引
き
続
き
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
。

医
療
費
の
適
正
化

　

ま
た
、
国
保
財
政
の
安
定
化
の
た
め
に

は
、
支
出
の
総
額
を
抑
え
る
と
い
う
意
味
で

医
療
費
の
適
正
化
を
推
進
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、第
２
回
に
、

市
町
村
が
行
う
保
険
給
付
の
適
正
化
へ
の

都
道
府
県
の
関
与
と
都
道
府
県
に
よ
る
医

療
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
前

者
は
違
法
乃
至
不
当
な
給
付
に
つ
い
て
の

例
外
的
対
応
で
あ
り
、
後
者
は
中
長
期
的

な
適
正
化
に
係
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
に
加
え
て
、
今
後
は
「
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
高
確
法
」

と
い
う
）
に
基
づ
く
医
療
費
適
正
化
計
画

の
重
要
性
が
増
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

同
計
画
は
、
国
民
の
高
齢
期
に
お
け
る

適
切
な
医
療
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
医

療
費
適
正
化
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

　

こ
れ
ま
で
３
回
に
わ
た
り
平
成
27
年
国

保
制
度
改
革
の
概
要
と
課
題
に
つ
い
て
説

明
し
て
き
た
。
最
終
回
の
今
回
は
、
都
道

府
県
と
市
町
村
に
よ
る
国
保
の
共
同
運
営

と
い
う
前
例
の
な
い
試
み
の
施
行
を
目
前

に
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
改
正
そ
の

も
の
で
は
な
い
が
、
共
同
運
営
を
成
功
さ

せ
国
保
財
政
を
安
定
化
さ
せ
る
上
で
重
要

と
思
わ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
幾
つ
か
指
摘
し

て
結
び
と
し
た
い
。

国
保
の
財
政
基
盤
の
強
化

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
今
回
の
国
保
制
度

改
革
は
、
国
保
運
営
方
法
の
見
直
し
と
国

保
の
財
政
基
盤
強
化
が
２
本
柱
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
、
前
者
の
運
営
方
法
の

見
直
し
は
法
律
改
正
事
項
が
多
い
が
、
後

者
の
財
政
基
盤
強
化
は
、
前
回
述
べ
た
財

政
安
定
化
基
金
の
設
置
の
他
は
基
本
的
に

予
算
事
項
で
あ
り
、
総
額
３
４
０
０
億
円

と
さ
れ
る
追
加
的
な
公
費
投
入
に
よ
り
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
目
玉
が
保

険
者
努
力
支
援
制
度
の
創
設
で
あ
る
。
同

制
度
は
、
医
療
費
適
正
化
へ
の
取
組
み
や

国
保
が
抱
え
る
課
題
へ
の
対
応
を
通
じ
て

保
険
者
機
能
を
発
揮
し
て
も
ら
う
観
点
か

ら
、
一
定
の
指
標
に
基
づ
き
、
保
険
者
と

し
て
の
努
力
を
行
う
自
治
体
に
対
し
支
援

新たな国民健康保険制度に向けて
「国保財政の安定化のために」（全４回）
新たな国民健康保険制度に向けて
「国保財政の安定化のために」（全４回）

中央大学法学部　教授 新田　秀樹中央大学法学部　教授 新田　秀樹

特別寄稿①

第　回第4回
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新
にっ

田
た

　秀
ひで

樹
き

中央大学法学部　教授
東京大学法学部卒業。厚生省入省後、名古屋大
学助教授、厚生労働省室長、内閣参事官、大正
大学教授等を経て、2013年より現職。専攻は、
社会保障法・社会保障政策論。
主な著書として、『社会保障改革の視座』（信山
社、2000年）、『国民健康保険の保険者』（信山社
学術選書、2009年）、『新・国民健康保険基礎講座』
（共著、社会保険実務研究所、2010年）、『トピッ
ク社会保障法〔2017　第11版〕』（編著、不磨書房、
2017年）など。

プロフィール

進
す
る
た
め
国
が
策
定
す
る
医
療
費
適
正

化
基
本
方
針
に
即
し
て
、
都
道
府
県
が
策

定
す
る
計
画
で
あ
る
。
計
画
の
目
標
に
は
、

特
定
健
診
の
実
施
率
、
特
定
保
健
指
導
の

実
施
率
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
該
当
者
及
び
予
備
群
（
特
定
保
健
指
導

の
実
施
対
象
者
）
の
減
少
率
、
平
均
在
院

日
数
の
短
縮
な
ど
が
設
定
さ
れ
、
計
画
の

進
捗
状
況
・
目
標
の
達
成
状
況
・
施
策
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
や
厚

生
労
働
大
臣
に
よ
る
事
後
的
な
評
価
と
そ

の
結
果
の
公
表
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　

こ
の
医
療
費
適
正
化
計
画
に
つ
い
て
は
、

都
道
府
県
は
こ
れ
ま
で
は
行
政
と
し
て
い

わ
ば
中
立
的
な
立
場
か
ら
そ
の
策
定
と
実

施
に
関
わ
っ
て
き
た
が
、
こ
の
４
月
か
ら

は
国
保
の
保
険
者
と
し
て
計
画
の
対
象
者

と
し
て
も
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ

け
に
当
事
者
と
し
て
医
療
費
の
適
正
化
に

よ
り
積
極
的
に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
近
い
将
来
、

高
確
法
14
条
に
基
づ
く
都
道
府
県
別
診
療

報
酬
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ

ば
、
強
力
な
医
療
費
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
段

を
手
に
し
た
分
、
医
療
費
適
正
化
に
対
す

る
都
道
府
県
の
責
任
は
ま
す
ま
す
強
ま
る

こ
と
に
な
ろ
う
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

周
知
の
と
お
り
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
と
は
、
高
齢
者
が
、
可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

介
護
予
防
、
住
ま
い
、
日
常
生
活
の
支
援

を
包
括
的
・
一
体
的
に
提
供
す
る
体
制
の

こ
と
で
、
国
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
に
な
る
２
０
２
５
年
を
め
ど
に
そ
の
実

現
を
目
指
し
て
い
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

一
義
的
に
は
、
介
護
保
険
の
保
険
者
で
あ

る
市
町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
よ
り

異
な
る
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
と
医
療
や
介
護

を
始
め
と
す
る
ケ
ア
を
提
供
で
き
る
主
体

（
組
織
や
担
い
手
）
を
適
切
に
把
握
し
て
、

そ
の
地
域
に
あ
っ
た
体
制
づ
く
り
を
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
大
の
課

題
が
、
シ
ス
テ
ム
を
担
う
様
々
な
専
門
職

を
含
む
人
材
を
い
か
に
育
成
・
確
保
で
き

る
か
と
い
う
点
に
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
人

材
育
成
や
施
設
整
備
も
含
め
様
々
な
形
で

市
町
村
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
都
道
府
県
が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
役
割
は
大
き
い
。

　

そ
し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
い

う
と
主
と
し
て
介
護
分
野
の
も
の
と
の
印

象
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
高
齢
者
の

多
く
は
医
療
と
介
護
の
両
方
の
ニ
ー
ズ
を

持
ち
両
者
を
一
体
的
に
提
供
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
医

療
の
ウ
ェ
イ
ト
は
介
護
と
同
等
か
そ
れ
以

上
の
も
の
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
機
能
し
、
高
齢

者
が
地
域
に
お
い
て
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

期
間
が
延
び
れ
ば
延
び
る
ほ
ど
、
結
果
的

に
国
保
を
含
む
医
療
保
険
者
の
負
担
は
軽

減
さ
れ
財
政
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
都
道
府
県
は
、

国
保
財
政
安
定
化
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
介
護
保
険
事
業
に
係
る
市
町
村

支
援
を
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

　

第
１
回
目
に
、
今
回
の
改
革
は
被
保
険

者
（
住
民
）
か
ら
見
れ
ば
行
政
内
部
の
役
割

分
担
の
変
更
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ

た
が
、
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
都

道
府
県
が
地
域
医
療
保
険
た
る
国
保
の
運

営
に
当
事
者
と
し
て
関
わ
る
こ
と
と
な
る

意
味
は
、
意
外
と
広
く
大
き
い
。
今
後
は

都
道
府
県
が
、
医
療
保
険
事
業
の
運
営
は

も
と
よ
り
、
医
療
提
供
体
制
の
整
備
に
つ

い
て
も
、
医
療
費
の
適
正
化
に
つ
い
て
も
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
構
築
に

つ
い
て
も
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
を
期
待
さ
れ
る
局
面
が
ま
す
ま
す
増
え

て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、そ
の
こ
と
が
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化
、

引
い
て
は
国
保
財
政
の
安
定
化
に
寄
与
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
今
回
の
国

保
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
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が
ん
細
胞
と
は
？ 

　

良
性
細
胞
と
比
べ
て
が
ん
細
胞
の
特
徴

は
、
自
己
増
殖
・
浸
潤
・
転
移
と
い
う
、

良
性
細
胞
に
は
な
い
も
の
で
す
。
自
己
増

殖
：
良
性
細
胞
で
は
正
常
な
新
陳
代
謝
に

基
づ
い
て
増
え
ま
す
が
、
が
ん
細
胞
で
は

勝
手
に
増
殖
を
続
け
止
ま
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
浸
潤
：
周
囲
の
正
常
な
細
胞
に

し
み
出
る
よ
う
に
広
が
り
、
転
移
：
浸
潤

の
後
、
血
管
や
リ
ン
パ
管
に
が
ん
細
胞
が

食
い
込
ん
で
、
が
ん
細
胞
は
血
液
や
リ
ン

パ
液
の
流
れ
に
乗
っ
て
体
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
に
飛
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
、
重
要
な
臓
器
ま

で
侵
し
、
正
常
組
織
が
摂
取
し
よ
う
と
し

て
い
る
栄
養
を
ど
ん
ど
ん
奪
っ
て
し
ま
う

状
態
を
「
悪
液
質
」
と
呼
び
、
や
が
て
患

者
さ
ん
の
命
を
脅
か
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
良
性
の
腫
瘍
は
自
己
増
殖
は
し
ま

す
が
、
浸
潤
や
転
移
・
悪
液
質
は
起
こ
す

こ
と
も
な
く
、
増
殖
も
ゆ
っ
く
り
で
す
。

が
ん
の
種
類
と
名
称 

　

が
ん
は
（
１
）
造
血
器
で
で
き
る
も
の
、

（
２
）
上
皮
細
胞
で
で
き
る
：
癌
、（
３
）

非
上
皮
細
胞
か
ら
で
き
る
：
肉
腫
に
分
類

さ
れ
ま
す
。（
１
）造
血
器
で
で
き
る
も
の
：

白
血
病
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
骨
髄
腫
な
ど
、

（
２
）
上
皮
細
胞
で
で
き
る
「
癌
」
：
主
な

も
の
で
肺
が
ん
、
乳
が
ん
、
胃
が
ん
、
大

腸
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
卵
巣
が
ん
、
喉
頭
・

咽
頭
が
ん
、
舌
が
ん
な
ど
、（
３
）
非
上
皮

性
細
胞
か
ら
な
る
「
肉
腫
」
：
骨
肉
腫
、
軟

骨
肉
腫
、
横
紋
筋
肉
腫
、
脂
肪
肉
腫
、
血

管
肉
腫
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

検
査
と
診
断 

　

が
ん
の
種
類
に
よ
っ
て
、
診
断
方
法
は
、

異
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
に
、
が
ん
の
診

断
で
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
一
次
検

査
で
あ
る
血
清
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
や
超
音
波

検
査
等
の
検
査
で
が
ん
の
疑
い
が
あ
る
か

ど
う
か
調
べ
ま
す
。
更
に
が
ん
が
疑
わ
れ

る
場
合
は
、
確
定
診
断
を
得
る
た
め
に
細

胞
診
検
査
や
生
検
な
ど
の
組
織
検
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
細
胞
診
は
尿
や
痰
な
ど
か
ら

が
ん
細
胞
を
検
出
、
生
検
は
直
接
組
織
を

採
取
し
、
が
ん
細
胞
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

　

各
臓
器
毎
に
特
異
的
な
検
査
と
し
て
は
、

例
え
ば
胃
が
ん
の
検
査
で
は
、
バ
リ
ウ
ム
検

査
や
胃
カ
メ
ラ
、
前
立
腺
が
ん
で
は
、
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｐ
Ｓ
Ａ
採
血
、
乳
が

ん
で
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。
が
ん
が
確
定
の
後
、
が
ん
の
進

行
度
を
調
べ
ま
す
。
進
行
度
（
ス
テ
ー
ジ
）

は
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
ま
で
あ
り
、
リ
ン
パ
節
の
転

移
程
度
や
遠
隔
の
臓
器
へ
の
転
移
程
度
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

が
ん
の
治
療 

　

治
療
法
は
、
手
術
、
薬
物
療
法
、
放
射

線
治
療
の
三
大
治
療
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
他
に
も
レ
ー
ザ
ー
治
療
や
免
疫
療
法

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

手
術
治
療
：
腫
瘍
と
そ
の
周
辺
組
織
（
リ

ン
パ
組
織
な
ど
）
を
外
科
的
に
切
除
し
ま

す
。
切
除
す
る
範
囲
を
小
さ
く
し
た
り
、
手

術
方
法
を
工
夫
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
体
へ
の
負
担
を
少
な
く
す
る
よ
う
に

手
術
の
方
針
を
決
め
ま
す
。

　

薬
物
療
法
：
化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
治

療
）、
ホ
ル
モ
ン
療
法
（
内
分
泌
療
法
）、
分

子
標
的
療
法
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
抗
が

ん
剤
は
、
他
の
手
術
や
放
射
線
治
療
と
違
っ

て
、
血
液
や
リ
ン
パ
を
経
由
し
て
全
身
の
が

ん
細
胞
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
そ
の
反

面
、
正
常
な
細
胞
も
攻
撃
す
る
た
め
副
作

用
が
で
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
①
抗
が
ん

剤
：
が
ん
細
胞
の
細
胞
分
裂
過
程
に
働
き
、

細
胞
の
増
殖
を
妨
げ
、
細
胞
を
死
滅
さ
せ

ま
す
。
②
ホ
ル
モ
ン
療
法
：
ホ
ル
モ
ン
の

影
響
を
受
け
て
増
殖
す
る
が
ん
に
対
し
て
、

そ
の
ホ
ル
モ
ン
を
調
節
す
る
こ
と
に
よ
っ

特別寄稿②

栃木県立がんセンター　研究所長兼臨床試験管理センター長 稲田　高男

がんの発症・重症化予防について（全２回）がんの発症・重症化予防について（全２回）がんの発症・重症化予防について（全２回）
― 知っておいてほしいがんの基本２：現状と予防 ―― 知っておいてほしいがんの基本２：現状と予防 ―― 知っておいてほしいがんの基本２：診断と治療 ―

第　回第2回
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稲
いな

田
だ

　高
たか

男
お

昭和54年　慶応義塾大学医学部卒業
昭和60年　芳賀赤十字病院外科医師
昭和63年　医学博士（慶應義塾大学）
昭和63年　栃木県立がんセンター外科医師
平成16年　栃木県立がんセンター臨床検査部長
平成28年　栃木県立がんセンター研究所長　兼　臨床試験
　　　　　管理センター長

評議員・代議員
日本化学療法学会、日本胃癌学会、日本臨床外科学会
指導医・専門医
日本外科学会、日本消化器外科学会、日本消化器内視鏡
学会など

プロフィール

て
増
殖
を
抑
え
ま
す
。
③
分
子
標
的
療
法
：

分
子
標
的
薬
は
が
ん
細
胞
の
表
面
に
あ
る

た
ん
ぱ
く
質
や
遺
伝
子
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
攻
撃
し
、
そ
の
機
能
を
抑
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
治
療
す
る
薬
剤
。

　

放
射
線
治
療
：
放
射
線
治
療
は
、
Ⅹ
線
や

ガ
ン
マ
線
と
い
っ
た
放
射
線
を
、
が
ん
の

あ
る
部
分
に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
照
射
し
て

が
ん
細
胞
を
死
滅
さ
せ
る
治
療
で
す
。
が

ん
細
胞
は
正
常
な
細
胞
よ
り
も
放
射
線
の

影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

標
準
治
療

　

医
学
的
な
「
標
準
治
療
」
と
は
、
科
学

的
根
拠
に
よ
っ
て
、
現
在
、
最
良
の
治
療

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状

態
の
患
者
さ
ん
に
最
も
お
勧
め
で
き
る
治

療
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
一
方
、
こ
れ
と

は
別
に
、
一
般
的
な
治
療
、
普
通
の
治
療

と
し
て
「
標
準
治
療
」
と
い
う
言
葉
が
、「
先

端
医
療
、
先
進
医
療
」
と
い
う
言
葉
と
対

照
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
先
進
医
療
」
と
は
、
現
時
点
で
評
価
が

定
ま
っ
て
い
な
い
新
し
い
医
療
技
術
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
中
に
は
評

価
が
定
ま
っ
て
い
な
く
て
も
新
し
い
治
療

を
受
け
た
い
人
も
い
ま
す
。
新
し
い
治
療

技
術
の
う
ち
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
た
治

療
法
に
つ
い
て
は
、
健
康
保
険
の
適
用
前

で
も
保
険
診
療
と
の
併
用
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
治
療
法
自
体
は
自
費
と
な
り
ま
す
が
、

検
査
や
そ
の
他
の
診
療
は
健
康
保
険
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
健
康
保
険
適
用
前
の

新
し
い
医
療
技
術
が
「
先
進
医
療
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
感
覚
で
は
、
言
葉
と
し
て
「
標

準
」
よ
り
も
「
先
進
」
の
方
が
良
さ
そ
う

な
響
き
で
す
が
、
標
準
治
療
は
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
科
学
的
な
検
証
に
基
づ
い

て
、
現
時
点
で
の
最
良
と
評
価
さ
れ
る
治

療
法
の
事
を
示
し
て
い
ま
す
。
先
進
医
療

は
新
し
い
治
療
法
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
現

在
、
評
価
段
階
の
も
の
な
の
で
、
そ
の
効

果
は
未
知
数
で
す
が
、
標
準
治
療
よ
り
も

優
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
れ
ば
、
次
の
標

準
治
療
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

が
ん
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

が
ん
治
療
に
は
、
臓
器
毎
に
「
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
診
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
・
進
行
度
別

に
適
切
な
治
療
方
針
、
標
準
治
療
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
臓
器
の
学
会
で
話
し
合
わ
れ
、

最
新
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
改
定
さ
れ
ま

す
。
日
本
癌
治
療
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
そ
れ
ぞ
れ
臓
器
別
の
「
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
が

ん
は
患
者
さ
ん
ご
と
に
症
状
や
ス
テ
ー
ジ

に
差
が
あ
る
の
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
勧

め
る
治
療
が
絶
対
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
あ
く
ま
で
多
く
の
ケ
ー
ス
に
お

い
て
こ
の
状
態
で
は
こ
の
治
療
法
が
推
奨

さ
れ
る
、
あ
る
い
は
標
準
治
療
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

治
療
法
の
選
択

　

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
と
は
「
医

師
か
ら
患
者
本
人
が
詳
し
く
説
明
を
受
け
、

理
解
し
た
上
で
同
意
す
る
」
と
い
う
意
味

で
、
現
在
、
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
言
葉
で
す
。
従
来
の
医
療
現
場
で
は
、

医
師
か
ら
治
療
法
の
説
明
を
受
け
、
十
分

理
解
で
き
な
い
ま
ま
に
書
類
に
署
名
を
し

て
治
療
を
受
け
る
と
い
う
状
況
で
し
た
が
、

現
在
の
原
則
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
医
師
は

患
者
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
診
断

結
果
・
治
療
法
な
ど
を
説
明
し
、
患
者
さ

ん
が
理
解
・
納
得
し
た
上
で
治
療
を
進
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
医
師
か

ら
の
説
明
を
受
け
た
結
果
、
今
後
の
治
療

栃木県立がんセンター
研究所長兼臨床試験管理センター長

方
針
に
同
意
す
る
か
否
か
も
患
者
さ
ん
の

自
由
・
権
利
で
あ
り
、
説
明
結
果
が
納
得

で
き
な
い
場
合
や
、
他
の
医
師
の
意
見
を

聞
き
た
い
場
合
は
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
の
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
は
「
主
治

医
以
外
の
医
師
に
意
見
を
求
め
る
」
こ
と

で
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
聞
い
た
上

で
主
治
医
の
下
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
も
、

主
治
医
を
変
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
十

分
、
理
解
・
納
得
し
た
上
で
、
治
療
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。
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保険者だより

「スマートウェルネスあしかが」を推進しています！「スマートウェルネスあしかが」を推進しています！

　健幸（けんこう）（＝一人ひとりが健康かつ生きがいを持ち、安心安全で豊かな生活ができること）
をまちづくりの視点に取り入れ、足利に住むことで、また訪れることで、生涯にわたり健やかで幸せに
暮らせるまちを目指しています。

　スマートウェルネス推進事業の１つとして、「足利歩き愛です（あしかがあるきめです）」を今年１
月に開催しました。
　まちなかの七福神の各寺社などの史跡や町並みに触れ、観光スポットを巡る約８kmのコースを歩く
ウォーキングイベント。当日は約1,400人の参加者がイベント専用の歩数計を身に着け、チェックポイン
トでクイズに答えたり、参拝しながら自分のペースで歩きました。
　このイベントの他にも「健幸マイレージ」（健幸的な活動に対してポイントを付与する）対象事業等
を実施し、ポイントをためて応募した方へ抽選で景品を贈呈するなど、市民一人ひとりが楽しく健康づ
くりに取り組むまちづくりを進めていきます。

ー 足利市 ー

元気アップサポーターによるウォーキング
イベント前の準備体操を実施しました。

「足利歩き愛です（あしかがあるきめです）」

チェックポイントで足利歴史クイズを実施しました。

市内ショッピングセンターでの健幸スタンプラリーウォーキングイベントでにぎわう美人弁天として知られる本城厳島神社
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１　
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
と
は

　

平
成
三
十
年
四
月
か
ら
の
新
制
度
に
お

い
て
は
、
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任

主
体
と
し
て
国
保
運
営
の
中
心
的
な
役
割

を
担
う
一
方
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
地

域
住
民
と
身
近
な
関
係
の
中
、
資
格
管
理
、

保
険
給
付
、
保
険
税
率
の
決
定
、
賦
課
・

徴
収
、
保
健
事
業
等
の
地
域
に
お
け
る
き

め
細
か
い
事
業
を
引
き
続
き
担
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
一
体
と

な
っ
て
、
保
険
者
の
事
務
を
共
通
認
識
の

下
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
市
町
村
が

事
業
の
広
域
化
・
効
率
化
を
推
進
で
き
る

よ
う
、
県
内
の
統
一
的
な
国
民
健
康
保
険

の
運
営
方
針
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
県
に
お
い
て
も
、
平
成
二
十
九

年
十
一
月
に
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
運
営

方
針
（
以
下
「
運
営
方
針
」
と
い
う
。）
を

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

２　
運
営
方
針
の
概
要

○
対
象
期
間

　

こ
の
運
営
方
針
の
対
象
期
間
は
、
平
成

三
十
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の

三
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

○
全
体
構
成

　

運
営
方
針
は
、
市
町
に
お
け
る
保
険
税
の

標
準
的
な
算
定
方
法
に
関
す
る
事
項
、
市

町
に
お
け
る
保
険
税
の
徴
収
の
適
正
な
実

施
に
関
す
る
事
項
、
市
町
に
お
け
る
保
険

給
付
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
事
項
、
医

療
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
の
取
組
に
関

す
る
事
項
、
市
町
の
国
民
健
康
保
険
事
業

の
広
域
的
及
び
効
率
的
な
運
営
の
推
進
に

関
す
る
事
項
、
等
の
全
九
章
で
構
成
さ
れ
、

各
事
項
に
関
す
る
取
組
等
に
つ
い
て
記
載

し
て
い
ま
す
。

　

新
制
度
に
お
い
て
、
県
は
、
財
政
運
営

の
責
任
主
体
と
し
て
の
業
務
を
担
う
こ
と

か
ら
、
国
保
財
政
の
収
支
改
善
・
安
定
化

に
関
係
す
る
以
下
の
三
点
に
つ
い
て
御
紹

介
い
た
し
ま
す
。

○
国
保
財
政
収
支
改
善

　

財
政
収
支
の
改
善
に
係
る
取
組
と
し
て
、

平
成
三
十
年
度
以
降
に
解
消
・
削
減
す
べ
き

赤
字
が
生
じ
た
市
町
は
、
赤
字
の
要
因
分

析
を
行
っ
た
上
で
、
赤
字
解
消
計
画
書
を

作
成
し
、
収
納
率
の
向
上
、
健
康
づ
く
り

や
医
療
費
適
正
化
の
取
組
、
適
正
な
保
険

税
率
の
設
定
等
に
よ
り
、
赤
字
の
段
階
的

な
解
消
・
削
減
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
保
険
者
努
力
支
援
制
度
等
の
活
用

　

ま
た
、
国
の
保
険
者
努
力
支
援
制
度
を

活
用
す
る
と
と
も
に
、
県
独
自
の
保
険
者

努
力
支
援
制
度
を
創
設
し
、
国
の
制
度
で

は
十
分
に
評
価
さ
れ
な
い
市
町
の
取
組
を

評
価
し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る

こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
の
適
正
化
や
収
納

率
の
向
上
に
向
け
た
取
組
の
一
層
の
推
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

○
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化

基
金

　

国
保
財
政
の
安
定
化
の
た
め
、
医
療
給

付
費
の
増
加
や
保
険
税
収
納
不
足
等
に
よ

る
財
源
不
足
と
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
栃

木
県
国
民
健
康
保
険
財
政
安
定
化
基
金
を

設
置
し
、
市
町
に
対
し
貸
付
や
交
付
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

県
は
四
月
か
ら
市
町
と
と
も
に
共
同
保

険
者
と
し
て
、
運
営
方
針
の
取
組
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
引
き
続
き

市
町
や
国
保
連
合
会
と
十
分
な
連
携
を
図

り
、
国
保
事
業
の
安
定
的
な
運
営
を
確
保

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国保医療課だより

栃木県保健福祉部国保医療課

栃木県国民健康保険運営方針について栃木県国民健康保険運営方針について
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わ
が
町
の
現
状
と
健
康
施
策

　

那
珂
川
町
は
、
栃
木
県
の
東
北
東
に
位

置
し
、
東
部
は
茨
城
県
大
子
町
、
常
陸
大

宮
市
、
北
部
は
大
田
原
市
、
南
部
は
那
須

烏
山
市
に
接
し
て
い
ま
す
。
国
土
幹
線
の

東
北
自
動
車
道
・
県
都
宇
都
宮
市
か
ら
車

で
１
時
間
と
離
れ
、
市
街
地
を
横
断
す
る

国
道
２
９
３
号
、
縦
横
す
る
２
９
４
号
が

あ
り
、
バ
イ
パ
ス
・
歩
道
整
備
も
進
ん
で

い
ま
す
が
、
急
カ
ー
ブ
、
急
勾
配
の
区
間

も
多
く
整
備
を
要
す
る
地
域
も
残
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
八
溝
山
地
の
最
高
峰
八
溝
山
か

ら
連
な
る
山
地
や
、
関
東
の
四
万
十
川
と

称
さ
れ
る
清
流
那
珂
川
な
ど
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
て
お
り
、
緑
と
清
流
に
囲
ま
れ

た
素
朴
な
風
景
は
、
人
に
潤
い
や
癒
し
、
心

の
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
多

様
な
観
光
資
源
が
点
在
し
、
街
の
魅
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
温
泉
ト
ラ
フ

グ
や
ホ
ン
モ
ロ
コ
な
ど
地
元
の
資
源
を
有

効
活
用
し
た
産
業
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
連
す
る
新
た
な
取
組
み
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
の
優
位
な
特

徴
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
核
と
し

た
情
報
通
信
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
瞬
時
に
情
報
を
受
け
取
れ
る
こ
と

が
出
来
、
町
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形

成
の
１
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が

進
行
し
、
社
会
環
境
も
大
き
く
変
化
し
、
子

育
て
不
安
や
生
活
習
慣
病
、
介
護
問
題
が

課
題
と
な
る
中
、
平
成
23
年
３
月
か
ら
10

年
計
画
の
「
健
康
な
か
が
わ
21
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
生
活
で
き
る
こ

と
を
目
指
し
、「
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
元
気
で

こ
こ
ろ
あ
た
た
ま
る
ま
ち
」
を
将
来
像
と

し
て
、
乳
幼
児
期
・
学
童
思
春
期
・
青
壮

年
期
・
高
齢
期
の
各
世
代
に
お
い
て
健
康

づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
取
組
み

　

青
壮
年
期
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
有
所
見
率
は
全
国
、
県
と
比
べ

高
く
、
約
70
％
は
運
動
習
慣
が
な
い
状
況

に
あ
る
た
め
、「
運
動
習
慣
を
持
ち
、
楽
し

く
運
動
を
続
け
ら
れ
る
人
を
増
や
す
」
を

目
標
に
掲
げ
、「
運
動
」
に
関
す
る
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
．
な
か
が
わ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
倶
楽
部

⑴
対
象

　

特
定
保
健
指
導
対
象
者
で
65
歳
以
下

の
方
、
町
の
運
動
教
室
を
卒
業
し
た
方
、

「運動」を広げる試み「運動」を広げる試み

保健師活動報告保健師活動報告

那珂川町　健康福祉課健康増進係那珂川町　健康福祉課健康増進係

町のイメージキャラクター
なかちゃん

及
び
希
望
す
る
方
な
ど

⑵
周
知
方
法

　

健
診
通
知
に
活
動
Ｐ
Ｒ
、
特
定
保
健

指
導
時
に
紹
介
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

⑶
日
程
及
び
内
容
：
表
の
と
お
り

⑷
効
果

　

初
回
と
最
終
時
に
簡
易
体
力
チ
ェ
ッ

ク
（
体
前
屈
、
立
ち
上
が
り
、
片
足
立
ち
、

上
体
起
こ
し
）
を
実
施
、
バ
ラ
ン
ス
力

は
７
割
、
筋
持
久
力
は
６
割
の
方
が
改

善
す
る
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。（
図
１
）

し
か
し
、
参
加
者
か
ら
は
、
自
宅
で
は

日程・場所 時
間 内容 参加

人数
ウォーキング術（正しい歩き方
やフォーム、速度）
脂肪を燃やそう！基本編
筋力トレーニング
体幹＆お腹周り集中トレーニ
ング
楽しく運動　
ボールエクササイズ＆デュアルタスク
脂肪を燃やそう！有酸素運動編
エアロビクスダンス
脂肪を燃やそう！応用編
サーキットトレーニング

 5月30日（火） 馬頭
 6月13日（火） 小川
 6月27日（火） 馬頭
 7月11日（火） 小川
 7月25日（火） 馬頭
 8月 8日（火） 小川
 9月12日（火） 馬頭
 9月26日（火） 小川
10月10日（火） 馬頭
10月24日（火） 小川
11月14日（火） 馬頭
11月28日（火） 小川

16
13
14
8
10
10
10
11
10
11
9
10

午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分
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運
動
を
続
け
ら
れ
な
い
、
内
容
も
忘
れ

て
し
ま
う
と
の
声
が
あ
り
、
継
続
す
る

た
め
の
有
効
な
方
法
に
つ
い
て
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
．
運
動
サ
ー
ク
ル
支
援

　

メ
ン
バ
ー
ズ
ら
く
ら
く
倶
楽
部
の
名
称

で
、
自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り
の
実
践
と
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
エ
ン
ジ
ョ
イ

ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
を
目
的
に
、
サ
ー
ク

ル
の
組
織
づ
く
り
や
活
動
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
会
費
は
会
員
数
や
年
間
活
動

内
容
に
よ
り
設
定
し
、
場
所
の
確
保
、
講

師
派
遣
依
頼
、
活
動
に
関
す
る
連
絡
調
整

等
が
主
な
支
援
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
17
名
、
平
均
年
齢
は
76

歳
で
あ
り
、
元
気
高
齢
者
を
増
や
し
、
介

護
予
防
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で

随
時
会
員
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
．
運
動
普
及
指
導
員
の
育
成

⑴
目
的

　

町
民
の
運
動
に
対
す
る
意
識
の
向
上

と
運
動
の
実
践
を
図
る

⑵
対
象
者

　

運
動
普
及
に
興
味
を
持
ち
、
健
康
で

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

方
、
地
域
の
中
で
運
動
普
及
活
動
が
継

続
し
て
で
き
る
方
な
ど

⑶
日
程
・
内
容
：
表
の
と
お
り

日程 内　容
１回
3/16

講話＆実技
・若返りや脳が活性化する運動（講話）
・肩こりや腰痛を予防する運動（実技）
講師：日本健康財団　
　　　健康運動指導士

２回
3/23

実技＆グループワーク
・毎日続けられる体操をマスターしましょう
（実技）
・今後の運動普及方法について（グループ
ワーク）
講師：日本健康財団　
　　　健康運動指導士

運動番組のワンシーン 運動番組の収録

図１

　

平
成
28
年
度
は
７
名
が
受
講
し
、
平

成
29
年
度
も
継
続
し
て
実
施
を
予
定
し

て
お
り
、
今
後
の
運
動
普
及
に
つ
い
て

受
講
者
と
検
討
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

４
．
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
有
効
活
用
！

　
　
毎
日
家
で
で
き
る
運
動
の
番
組
制
作
へ
！

　

自
宅
で
は
運
動
を
続
け
ら
れ
な
い
、
内

容
も
忘
れ
て
し
ま
う
状
況
で
あ
る
た
め
、
町

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
か
ら
、「
映
像
」
が
放

送
さ
れ
れ
ば
、
住
民
の
生
活
の
一
部
に
入

り
込
め
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
運
動

番
組
の
自
主
制
作
を
現
在
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ
ー
と
何

度
も
打
合
せ
を
重
ね
、
平
成
30
年
３
月
中

旬
か
ら
放
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

①
仮
名　

な
か
ち
ゃ
ん
健
康
体
操

②
曲　
　

な
か
ち
ゃ
ん
音
頭（
３
分
14
秒
）

③
体
操　

簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
編
／
肩
こ
り

予
防
・
ウ
エ
ス
ト
引
き
締
め
編
／
転
倒
予

防
・
下
半
身
強
化
編

　

毎
日
、
決
ま
っ
た
時
間
に
、
年
間
通
し

て
放
映
し
、
浸
透
さ
せ
て
い
く
計
画
で
す
。

ま
た
、
他
課
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
開
発
・

Ｐ
Ｒ
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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趣
味
や
娯
楽
に
健
康
効
果
が
あ
る
こ
と

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
定

年
退
職
後
に
趣
味
が
な
い
と
日
々
の
生
活

に
張
り
が
な
く
、
だ
ら
だ
ら
と
毎
日
を
す

ご
し
て
し
ま
い
そ
う
で
、
何
か
趣
味
を
見

つ
け
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
が
。
現

在
模
索
中
で
す
。

　

何
を
し
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
出
か
け

る
こ
と
。
昨
年
は
、
金
沢
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

金
沢
城
、
兼
六
園
や
武
家
屋
敷
な
ど
行

っ
て
来
ま
し
た
が
、
上
田
秀
人
著
「
百
万

石
の
留
守
居
役
」
を
読
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
り
、
旅
行
の
情
報
誌
の
情
報
だ
け
で
な

く
物
語
の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
一

味
違
っ
た
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

　

夜
は
、
市
場
の
中
に
あ
る
食
堂
で
、
地

酒
を
飲
み
な
が
ら
魚
料
理
を
堪
能
し
ま
し

た
。

　

あ
と
は
、
文
化
会
館
な
ど
で
の
公
演
を

見
に
行
く
こ
と
。
ジ
ャ
ン
ル
は
問
わ
ず
、
面

白
そ
う
と
思
っ
た
ら
、
行
っ
て
み
ま
す
。

　

私
も
妻
も
フ
ァ
ン
で
は
無
い
の
で
す
が
、

宇
都
宮
に
郷
ひ
ろ
み
が
来
る
こ
と
を
知
り
、

「
一
回
は
見
た
い
ね
」
と
、
軽
い
気
持
ち
で

行
っ
て
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
還
暦
を
過

ぎ
た
「
歌
っ
て
踊
る
元
気
な
郷
ひ
ろ
み
」
は
、

想
像
以
上
に
「
す
ご
い
」
の
一
言
で
し
た
。

　

家
で
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
健
康
に
良
い

食
材
だ
と
知
る
と
す
ぐ
出
て
き
ま
す
。
朝

食
の
味
噌
汁
は
、
豆
腐
な
ど
の
具
材
の
ほ

か
に
糸
寒
天
、
粉
緑
茶
、
生
姜
が
入
っ
て

い
ま
す
。
ワ
サ
ビ
と
亜
麻
仁
油
も
食
卓
に

あ
り
納
豆
な
ど
に
混
ぜ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
り
ん
ご
酢
に
漬
け
た
渋
皮
付

き
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
が
出
て
き
ま
す
。
全
体

的
に
野
菜
と
キ
ノ
コ
が
多
い
食
事
で
す
が
、

た
ぶ
ん
、
運
動
不
足
と
毎
日
の
晩
酌
の
お

陰
で
、
な
か
な
か
腹
囲
が
縮
ま
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、
先
日
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
の
ヨ
ガ

の
本
を
思
わ
ず
買
っ
て
し
ま
い
、

い
つ
ま
で
続
く
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
ワ
ニ
、
バ
ッ
タ
、
ら
く
だ
、

木
、
イ
ス
な
ど
の
ポ
ー
ズ
を
20

分
ぐ
ら
い
し
て
腹
囲
の
縮
ま
り

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
趣
味
と
健
康
法
が
決
ま

る
ま
で
は
、
も
う
少
し
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
。

矢板市　健康増進課

課 長 細
ほ そ

川
か わ

 智
と も

弘
ひ ろ

現
在
模
索
中

私の趣味と
健康法

金沢駅　鼓門
①私の街自慢　　②趣味・特技　　③健康法・ストレス解消法
④国保事務を担当しての感想・意見など　　⑤最近気になること

　①　大田原市は、栃木県で最も多い六つの酒蔵が営む地酒の
街として有名ですが、とうがらしに関しても栃木三鷹が有
名です。市内各地で、とうがらしを使った真っ赤なラーメ
ンや、とうがらしジェラートなどの商品が販売されていま
す。一見変わったものに見えますが、食べてみると、また

食べたくなってしまうほどおいしいです。さらに、鮎で有名な那珂川が流れている自然豊か
な街でもあります。食べることが好きで、魚釣りが好きな私には最高の街です。

②　魚釣り・テレビゲーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③　私が行っているストレス解消法は、休日に思いっきり遊ぶことです。土曜日・日曜日は、川

や海で釣りをしているか、家でのんびりとゲームやインターネットをして過ごしています。
休日に好きなことをしてストレス解消をすることで、また一週間仕事を頑張ることができます。

④　国保事務を担当して２年になりますが、今まで担当していなかった業務など、いまだに学ぶ
ことが多いです。国保に関することなら何を聞かれても答えられるように、色々な業務につ
いて、幅広く知識を深めていきたいです。

⑤　誰でも楽にできるダイエットの方法　

平 山　知 樹
ひら やま とも き

大田原市 市民生活部　国保年金課　賦課係　主事

魚釣りでストレス解消！魚釣りでストレス解消！

2 年 0カ月
国保経験年数

①　【鈴木】那須塩原市の自慢としては温泉が豊富にあること
ですかね。

　　【佐藤】そうですね、自然豊かですし、本庁舎のある黒磯
地区にはカフェも多いので観光におすすめです。

②　【佐藤】いろいろなカフェやこだわったお店があるので、お
休みの日に新しく行くお店を開拓するのが楽しいですよね。

　　【鈴木】良いですよね。美味しいごはんを食べた後に温泉であたたまるのも最高ですね。
③　【鈴木】職場内で、相談等も含めて会話ができているのがストレス解消になっているような

気がします。
　　【佐藤】確かにそうですね。住民の方と接する機会が多いので、ささいなことで話せるのは

大事だと思います。健康法としては、職員同士でバレーやバドミントン等のスポーツをす
る機会があることですかね。

④　【佐藤】住民の方と密接にしている事務なので、窓口に来られた方との関わりで気づかされ
ることが多いです。

　　【鈴木】たとえ小さな気づきでも、その結果住民サービスの向上につながる時もあるので大
事にしたいですよね。

⑤　【鈴木】最近はオリンピックのニュースが話題になることが多いので、フィギュアスケート
の羽生選手がもらうプーさんの行方がとても気になります。

　　【佐藤】すごい数のプーさんがリンクに投げ込まれていますからね。回収された後どうなっ
ているのか気になります。

佐藤 真美
さ とう ま み

鈴木 沙紀子・
すず き さ き こ

１年０ヵ月
国保経験年数

こちら　くろいそ　ほんちょうしゃ ！こちら　くろいそ　ほんちょうしゃ ！

左：鈴木沙紀子、右：佐藤真美

那須塩原市 保健福祉部　国保年金課　国保年金係　主事
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気がします。
　　【佐藤】確かにそうですね。住民の方と接する機会が多いので、ささいなことで話せるのは

大事だと思います。健康法としては、職員同士でバレーやバドミントン等のスポーツをす
る機会があることですかね。

④　【佐藤】住民の方と密接にしている事務なので、窓口に来られた方との関わりで気づかされ
ることが多いです。

　　【鈴木】たとえ小さな気づきでも、その結果住民サービスの向上につながる時もあるので大
事にしたいですよね。

⑤　【鈴木】最近はオリンピックのニュースが話題になることが多いので、フィギュアスケート
の羽生選手がもらうプーさんの行方がとても気になります。

　　【佐藤】すごい数のプーさんがリンクに投げ込まれていますからね。回収された後どうなっ
ているのか気になります。

佐藤 真美
さ とう ま み

鈴木 沙紀子・
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セ
ミ
ナ
ー
は
、
国
保
の
現
状
と
直
面
す

る
諸
問
題
等
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ

と
に
よ
り
、
円
滑
な
国
保
事
業
運
営
を
推

進
し
、
国
保
制
度
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
。
市
町
国
保
主
管

課
長
等
48
人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医

療
課
の
関
口
嵩
主
任
が
、「
国
保
制
度
改
革

の
経
過
及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
①
29
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
議
論
②

29
年
度
の
こ
れ
か
ら
の
議
論
③
30
年
度
以

降
の
課
題
―
の
３
点
を
説
明
。

　

①
は
、
昨
年
11
月
に
策
定
し
た
国
保
運

営
方
針
の
主
な
決
定
事
項
に
つ
い
て
、
県

版
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
創
設
や
保
険

税
収
納
率
向
上
に
向
け
た
取
組
の
推
進
な

ど
を
説
明
し
た
。

　

②
は
、
今
後
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
議
論

す
べ
き
事
項
と
し
て
、
国
保
連
合
会
へ
の

直
接
払
い
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
交
付
フ

ロ
ー
、
市
町
及
び
県
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
の
整
理
や
県
版
保
険
者
努
力
支
援

制
度
の
評
価
指
標
を
保
険
給
付
費
交
付
金

等
交
付
要
綱
と
し
て
策
定
し
、
詳
細
な
評

価
指
標
の
解
釈
は
、
第
１
弾
を
Ｑ
＆
Ａ
の

形
で
３
月
ま
で
に
示
す
予
定
と
し
た
。

課
題
は
引
き
続
き
連
携
会
議
で
議
論

　

③
は
、
国
保
保
険
料
率
の
一
本
化
に
つ

い
て
は
、
他
県
の
動
向
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
引
き
続
き
国
保
運
営
方
針
連
携
会
議

で
議
論
す
る
と
し
、
31
年
度
以
降
の
県
版

保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
評
価
制
度
の
見

直
し
や
33
年
度
の
国
保
運
営
方
針
の
改
定

に
向
け
た
議
論
を
課
題
に
挙
げ
た
。

　

な
お
、
不
当
利
得
の
回
収
事
務
や
保
険
給

平
成
29
年
度
国
保
セ
ミ
ナ
ー

１
月
11
日（
木
）

国
保
の
現
状
と
直
面
す
る
諸
問
題
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

国
保
連
合
会
会
議
室

於

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

説明する栃木県国保医療課の関口主任

付
の
点
検
は
、
継
続
議
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
30
年
度
に
議
論
す
る
と
し
た
。

　

続
い
て
、
特
別
講
演
と
し
て
、
厚
生
労

働
省
保
険
局
国
民
健
康
保
険
課
の
荻
田
洋

介
課
長
補
佐
が
、「
国
民
健
康
保
険
制
度
改

革
の
施
行
と
保
険
者
機
能
の
発
揮
に
向
け

て
」
と
題
し
講
演
。

　

今
般
の
国
保
制
度
改
革
の
意
義
を
は
じ

め
、
公
費
拡
充
の
方
向
、
納
付
金
等
の
算
定

と
激
変
緩
和
、
赤
字
繰
入
の
取
扱
い
、
財

政
安
定
化
基
金
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度

に
つ
い
て
説
明
。

保
険
料
設
定
に
当
た
り
丁
寧
な
議
論
を

　

今
後
市
町
で
は
保
険
料
（
税
）
の
算
定
作

業
が
大
詰
め
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、「
今
が

非
常
に
重
要
な
時
期
で
、
県
か
ら
市
町
へ

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
る
。
県

か
ら
示
さ
れ
た
確
定
納
付
金
を
基
に
、
各

市
町
で
は
保
険
料
率
の
算
出
作
業
を
行
っ

て
い
る
と
思
う
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
保

険
料
設
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
と
し
て
、

「
50
年
ぶ
り
の
大
改
革
で
あ
る
が
、
住
民
に

と
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
変
化
が
な
い
。
最
終

的
な
住
民
負
担
や
改
革
の
円
滑
施
行
の
観

点
を
踏
ま
え
、
①
法
定
外
一
般
会
計
繰
入

や
財
政
調
整
基
金
取
崩
等
の
額
②
保
険
料

の
算
定
方
式
③
応
能
・
応
益
割
合
や
賦
課

割
合
④
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
⑤
現
状
よ

り
低
い
標
準
保
険
料
率
が
県
か
ら
示
さ
れ

た
場
合
の
対
応
⑥
個
別
の
保
険
料
減
免
の

取
扱
い
―
の
６
点
に
つ
い
て
、
各
市
町
で
丁

寧
な
議
論
を
お
願
い
し
た
い
」
と
し
、
国

保
被
保
険
者
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
な
い

よ
う
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
内
容

や
30
年
度
の
速
報
値
を
紹
介
。

　

荻
田
課
長
補
佐
は
、「
各
指
標
は
、
保
険

者
機
能
の
発
揮
を
中
心
と
し
て
、
国
と
し
て

市
町
の
皆
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た

い
リ
ス
ト
と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
」
と

し
、
更
な
る
取
組
み
を
要
請
。

　

制
度
改
革
ま
で
３
か
月
あ
ま
り
と
な
る

な
か
、
保
険
者
が
今
後
取
り
組
む
べ
き
課

題
等
を
再
認
識
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

特別講演を行う厚労省国保課の荻田課長補佐

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト
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リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

　

研
究
会
は
、
市
町
の
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）
の
徴
収
実
務
に
従
事
す
る
職
員
が
、

滞
納
整
理
の
具
体
的
な
対
応
や
徴
収
の
取

組
状
況
に
関
す
る
事
例
研
究
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
収
納
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
例
年
、
栃
木
県
保
健
福
祉
部
国

保
医
療
課
と
本
会
の
共
催
で
開
催
。

　

国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の
徴
収
事
務
に

従
事
す
る
市
町
職
員
等
45
人
が
参
加
し
た
。

若
手
職
員
が
事
例
発
表

　

は
じ
め
に
、
事
例
研
究
と
し
て
、
29
年

度
の
本
会
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

対
象
市
で
あ
る
、
佐
野
市
収
納
課
の
佐
藤

裕
主
事
補
及
び
黒
﨑
桃
子
主
事
補
並
び
に

矢
板
市
税
務
課
の
斎
藤
貴
之
主
事
が
、
徴

収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
指
導
事
例
を
発
表
。

　

３
回
に
わ
た
り
徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
堀

博
晴
氏
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ロ
ー
カ

ル
ガ
バ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
）

か
ら
指
導
を
受
け
た
捜
索
案
件
や
、
各
市

の
収
納
対
策
の
課
題
や
徴
収
職
員
の
取
組

姿
勢
、
意
識
の
変
化
な
ど
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
を
通
し
た
収
納
率
向
上
に
向
け
た
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
発
表
し
た
。

　

本
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
は
机
上
の
み
な

ら
ず
、
実
際
の
各
市
町
の
滞
納
者
に
対
す

る
現
地
捜
索
も
実
施
し
て
お
り
、
堀
氏
が

同
行
す
る
た
め
、
よ
り
具
体
的
か
つ
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

堀
氏
か
ら
捜
索
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
取

り
組
ん
だ
事
例
の
発
表
に
対
し
、
参
加
者

か
ら
も
活
発
な
質
疑
が
な
さ
れ
、
堀
氏
か

ら
の
助
言
の
も
と
、
参
加
者
全
員
に
よ
る

研
究
協
議
を
実
施
し
た
。

１
割
の
滞
納
者
に
は
毅
然
と
し
た
対
応
を

　

続
い
て
、「
国
保
制
度
を
支
え
る
収
納
（
徴

税
）
吏
員　

―
新
た
な
る
領
域
へ
の
挑
戦

―
」
と
題
し
、
堀
氏
よ
り
東
京
都
庁
在
職
時

や
、
退
職
後
に
現
場
復
帰
し
た
東
京
都
八

丈
町
や
宮
崎
県
川
南
町
で
の
徴
税
吏
員
と

し
て
の
経
験
に
基
づ
く
講
演
が
な
さ
れ
た
。

　

堀
氏
は
、「
徴
収
率
を
向
上
さ
せ
る
に
は

差
押
え
し
か
な
い
。
徴
収
は
福
祉
の
仕
事

で
は
な
い
。
９
割
の
納
期
内
納
付
者
の
た

め
に
１
割
の
滞
納
者
に
は
毅
然
と
し
た
対

応
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
、

「
滞
納
金
額
が
少
な
い
う
ち
に
、
滞
納
整
理

を
し
て
あ
げ
る
こ
と
も
徴
税
吏
員
の
仕
事

だ
」
と
自
論
を
展
開
。
堀
氏
の
豊
富
な
経

平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
徴
収
事
例
研
究
会

１
月
26
日（
金
）

滞
納
整
理
事
例
を
通
し
て
徴
税
吏
員
の
心
構
え
を
学
ぶ

国
保
連
合
会
会
議
室

於

佐野市　収納課　佐藤主事補矢板市　税務課　斎藤主事

事例発表する徴収アドバイザー派遣事業対象市の徴収事務担当者

佐野市　収納課　黒﨑主事補

講演する堀博晴氏

講師プロフィール（平成30年1月26日現在）
特定非営利活動法人　ローカルガバメント・ネットワーク
理事長　堀　博晴（ほり　ひろはる）

現在：香川県中讃広域行政事務組合租税債権管理機構
【主な職歴】
昭和４２年　江戸川区役所に入都
平成　８年　東京都主税局足立都税事務所整理第二課長
平成　９年　同新宿都税事務所整理第一課長
平成１２年　同練馬都税事務所納税課長
平成１３年　同課税部軽油特別調査室副参事
平成１４年　同徴収部機動整理課長
平成１６年　同徴収部徴収指導室長
平成１７年　東京都退職。ヤフー株式会社ビジネスサービス本部営業部官公庁担当
平成２３年　特定非営利活動法人　ローカルガバメント・ネットワーク理事長
平成２４年　ヤフー株式会社退職
平成２５年　東京都八丈町入庁　税務課徴収係　係長
平成２７年　宮崎県川南町入庁　税務課納税担当
平成２８年　香川県中讃広域行政事務組合租税債権管理機構
【主な講師歴】捜索から動産差押、インターネット公売などをテーマに全国の自治体で講演。また、
厚生労働省国民健康保険料（税）収納率向上アドバイザーとして東京都をはじめとして全国の国
民健康保険団体連合会、自治体で講演。徴収業務を通じて、公務員の意識改革を実施中。

験
談
や
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
講
演
に
参
加

者
は
熱
心
に
聴
講
し
た
。

　

ま
た
、
各
自
治
体
に
お
け
る
滞
納
整
理

の
具
体
的
な
事
例
や
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
捜
索
事
例
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像

を
上
映
。
堀
氏
が
実
際
に
行
っ
て
き
た
滞

納
整
理
を
学
び
、
今
後
の
収
納
や
滞
納
整

理
に
役
立
つ
手
法
等
を
学
ん
だ
。

　

参
加
者
は
徴
収
吏
員
と
し
て
の
取
り
組

み
姿
勢
や
心
構
え
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
実
り
多
い
研
究
会
と
な
っ
た
。
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保
険
者
は
、
第
１
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
に
基
づ
き
保
健
事
業
を
展
開
し
て
い
る

が
、
保
健
事
業
の
更
な
る
成
果
を
出
す
た

め
に
は
、
庁
内
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
・

協
力
が
よ
り
重
要
と
な
る
。

　

今
回
の
研
修
は
、
医
師
会
及
び
地
域
関

係
団
体
と
協
働
で
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
保
健
事
業
を
実
施
・

評
価
す
る
体
制
を
構
築
し
た
東
京
都
品
川

区
の
先
進
事
例
か
ら
、
関
係
機
関
と
の
連

携
の
仕
組
み
づ
く
り
、
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

　

市
町
等
の
国
保
部
門
及
び
衛
生
部
門
の

保
健
事
業
担
当
者
（
事
務
職
・
専
門
職
）
ら

42
人
が
出
席
し
た
。

保
健
医
療
関
係
者
と
の
協
働
に
向
け
て

　

は
じ
め
に
、「
保
健
医
療
関
係
者
と
の
連

携
・
協
力
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
東
京
都

品
川
区
健
康
推
進
部
国
保
医
療
年
金
課
保

健
指
導
係
保
健
師
の
﨑
村
詩
織
氏
が
、
医
師

会
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
働
・
連
携
し
て

策
定
し
た
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
つ
い
て
、

協
働
に
至
っ
た
経
緯
や
経
過
を
講
演
し
た
。

　

﨑
村
氏
は
栃
木
県
佐
野
市
出
身
で
、
足

利
女
子
高
校
を
卒
業
後
、
県
立
衛
生
福
祉

大
学
校
で
看
護
師
資
格
を
取
得
。
平
成
16

年
に
品
川
区
に
入
区
し
、
保
健
師
と
し
て

保
健
セ
ン
タ
ー
に
配
属
。
日
々
業
務
に
邁

進
す
る
傍
ら
、「
私
は
ど
ん
な
保
健
師
に
な

り
た
い
の
だ
ろ
う
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

大
学
院
で
健
康
社
会
学
や
公
共
経
営
学
を

勉
強
。

協
働
の
き
っ
か
け
は
『
受
診
啓
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』

　

国
保
部
門
の
国
保
医
療
年
金
課
に
配
属

さ
れ
た
の
は
、
平
成
24
年
４
月
。
品
川
区
国

保
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
特
長
は
、”計

画
策
定
・
実
施
・
評
価
ま
で
を
関
係
機
関

平
成
29
年
度
第
２
回
保
健
事
業
専
門
研
修

２
月
２
日（
金
）

庁
内
や
関
係
機
関
と
の
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

国
保
連
合
会
会
議
室

於

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

と
協
働
で
行
っ
た
こ
と
“
。「
そ
れ
ま
で
も

関
係
機
関
と
の
ト
ラ
ブ
ル
は
多
々
あ
り
ま

し
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み

重
ね
が
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
築
く
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
契
機
は
『
受
診
啓

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
』
で
す
」
と
話

す
﨑
村
氏
。

̶ 関係機関との協働でデータヘルス計画を策定 ̶̶ 関係機関との協働でデータヘルス計画を策定 ̶
の事例から学ぶの事例から学ぶ品川区品川区

講演する品川区　﨑村保健師

関係機関の区内施設に掲示したポスター・リーフレットと定期的に発行したニュースレター
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リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

77 

 
 

協働の仕組みづくりのポイント① 

協働の基本原則
① 目的・目標の共有
② 相互理解
③ 対等の関係
④ プロセスの共有
⑤ 透明性の確保
⑥ 評価の実施

➡保険者として
アウトカムとポリシーをもち、
対等な関係づくりが重要

78 

協働の仕組みづくりのポイント② 

地道にあるべき保健医療の姿を検討し続ける
➡ロジカルにわかりやすく。
必ずフィードバックし、意見をそのままにしない。

各機関の得意・不得意を上手く当てはめてチー
ムを作る。
➡それぞれの役割・立ち位置を把握

79 

関係機関に健診を自分ゴト化してもらう仕
掛けが必要！ 

➡実際に会って話す機会をとにかく持ち続ける 

・計画策定委員会・評価委員会を開催
・医師会内説明会等で、事業や評価を報告
・ニュースレターの定期発行
・協働でセミナー等イベント実施
・医療従事者向け勉強会を開催

協働の仕組みづくりのポイント③ 

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

医
師
会
と
の
関
係
が
大
幅
に
改
善

　

受
診
啓
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
区
独
自
の

「
協
働
事
業
提
案
制
度
」
を
活
用
し
、
行
政
・

民
間
・
地
域
協
働
に
よ
り
健
診
受
診
率
の

向
上
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
キ
ッ
ク

オ
フ
イ
ベ
ン
ト
や
推
進
会
議
で
機
運
を
醸

成
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
刷
新
し
、

健
診
の
ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を

関
係
機
関
の
区
内
施
設
に
配
布
。
そ
の
結

果
、
22
年
度
35
・
８
％
だ
っ
た
受
診
率
は
、

24
年
度
に
40
・
１
％
へ
上
昇
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
協
働
の
効
果
に

つ
い
て
﨑
村
氏
は
、「
医
師
会
と
の
関
係
が

大
幅
に
改
善
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
緒

に
行
っ
た
こ
と
で
、
対
等
に
対
話
し
、
実

施
内
容
を
検
討
す
る
関
係
が
構
築
さ
れ
ま

し
た
」
と
会
議
が
和
や
か
な
雰
囲
気
で
前

向
き
な
発
言
が
多
い
場
に
な
っ
た
こ
と
を

実
感
。

　

医
師
会
の
先
生
か
ら
は
、「
事
業
を
や

り
っ
ぱ
な
し
に
す
る
の
で
は
な
く
、
一
緒
に

評
価
を
し
た
い
」
と
の
声
が
挙
が
り
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ
か
け
に
協
働
で

事
業
を
評
価
・
実
施
す
る
体
制
へ
転
換
。

関
係
機
関
と
協
働
し
た
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
を
策
定

　

27
年
度
に
組
織
し
た
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
策
定
委
員
会
は
、
区
、
医
師
会
、
栄
養
士

会
を
は
じ
め
保
健
指
導
委
託
事
業
者
等
で

構
成
。
健
康
課
題
の
抽
出
、
優
先
順
位
の

決
定
、実
施
計
画
、評
価
指
標
な
ど
を
検
討
。

　

策
定
委
員
会
の
意
義
に
つ
い
て
﨑
村
氏

は
、
①
関
係
機
関
内
で
課
題
や
ア
ウ
ト
カ

ム
が
明
確
化
・
共
有
化
で
き
た
こ
と
②
関

係
機
関
及
び
有
識
者
と
事
業
評
価
を
す
る

こ
と
で
客
観
的
評
価
が
可
能
と
な
り
事
業

改
善
が
進
み
や
す
い
こ
と
③
当
事
者
意
識

が
育
ち
、
関
係
機
関
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
あ
が
る
こ
と
―
な
ど
を
挙
げ
、
計
画
そ

の
も
の
よ
り
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
大

切
だ
と
強
調
。

国
保
部
門
の
保
健
師
に
求
め
ら
れ
る
役
割

　

最
後
に
、
国
保
部
門
で
の
保
健
師
の
活

用
・
連
携
に
つ
い
て
ふ
れ
、「
国
保
部
門
の

保
健
師
に
求
め
ら
れ
て
い
る
仕
事
は
、
保
健

事
業
の
精
度
管
理
を
は
じ
め
、
事
業
評
価

の
際
の
デ
ー
タ
分
析
を
す
る
こ
と
、
専
門

職
と
し
て
関
係
機
関
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
を
進
め
る
こ
と
。
衛
生
部
門
の
保
健
師

さ
ん
と
の
連
携
は
難
し
い
が
、
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
の
推
進
は
連
携
の
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
が
大

切
だ
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

発
揮
も
求
め
ら
れ
る
と
し
、
参
加
者
は
興

味
深
く
聴
講
し
た
。

連
携
体
制
の
構
築
に
向
け
情
報
交
換

　

次
に
、
栃
木
県
の
国
保
医
療
課
、
健
康

増
進
課
、
県
東
・
県
南
・
安
足
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
職
員
を
フ
ァ
シ
リ
ー
テ
ー
タ
ー

と
し
、
７
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「
効
率
的
・

効
果
的
に
保
健
事
業
を
展
開
す
る
た
め
の

庁
内
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
の
構

築
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
情
報
交
換
会

を
実
施
。
他
市
町
等
の
現
状
や
課
題
を
共

有
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
講
演
に
関

し
、「
医
師
会
な
ど
と
の
連
携
は
、
最
初
か

ら
難
し
い
と
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
一

歩
一
歩
共
通
理
解
を
深
め
る
た
め
の
話
し

合
い
が
大
切
だ
と
気
付
い
た
」「
ポ
ス
タ
ー

の
貼
付
依
頼
な
ど
か
ら
少
し
ず
つ
情
報
提

供
を
図
る
な
ど
、
今
後
の
参
考
に
し
た
い
」

な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
進
め
方
な
ど

が
参
考
に
な
っ
た
と
の
意
見
が
多
勢
を
占

め
た
。
ま
た
、
情
報
交
換
会
は
、「
各
市
町

で
苦
慮
し
て
い
る
点
が
共
有
で
き
た
」「
事

務
職
や
保
健
師
な
ど
立
場
の
違
う
意
見
を

聞
け
て
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が

多
く
聞
か
れ
、
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
会
と
し
て
も
、
引
き
続
き
、
保

険
者
が
効
果
的
な
保
健
事
業
を
実
施
で
き

る
よ
う
各
種
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。
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本
県
で
は
、
一
般
社
団
法
人
栃
木
県
医

師
会
、
栃
木
県
、
栃
木
県
保
険
者
協
議
会

が
連
携
協
力
し
、「
栃
木
県
糖
尿
病
重
症
化

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
平
成
28
年
12
月
に

策
定
。

　

三
者
が
連
携
協
力
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

取
り
組
み
を
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
対
象
者
の
生
活
習
慣
の

改
善
や
医
療
機
関
で
の
治
療
に
結
び
つ
け
、

腎
不
全
や
人
工
透
析
な
ど
へ
の
重
症
化
を

防
止
す
る
も
の
。

　

本
研
修
会
は
、
各
医
療
保
険
者
に
お
け

る
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
取
組
を
促
進

す
る
た
め
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど

の
専
門
職
が
効
果
的
な
保
健
指
導
の
手
法

等
を
習
得
し
、
効
果
的
か
つ
実
効
性
の
あ

る
取
組
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

　

栃
木
県
保
険
者
協
議
会
構
成
団
体
に
所

属
す
る
専
門
職
な
ど
60
人
が
参
加
し
た
。

保
険
者
協
議
会
が
常
に
目
指
す
も
の

　

研
修
会
の
冒
頭
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
栃
木
県
保
険
者
協
議
会
の
檜
山
英

二
会
長
（
国
保
連
合
会
常
務
理
事
）
は
、「
保

険
者
協
議
会
が
常
に
目
指
す
も
の
は
、
一

つ
に
加
入
者
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
、
も
う
一
つ
に
は
健
康
で
質
の
高

い
生
活
を
よ
り
長
く
享
受
し
て
も
ら
う
こ

と
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
県
内
の
糖
尿
病
患

者
数
、
透
析
患
者
数
は
全
国
平
均
を
上
回

り
、
さ
ら
に
は
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
昨
年
に
は
県
・
県
医
師
会
と
と
も

に
『
栃
木
県
糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
』
を
策
定
し
た
」
と
策
定
に
至
っ
た

経
緯
を
説
明
。

　

ま
た
、
檜
山
会
長
は
、
現
場
で
糖
尿
病

重
症
化
予
防
に
従
事
し
て
い
る
専
門
職
へ

敬
意
を
表
し
た
う
え
で
、「
健
康
は
自
己
責

任
だ
が
、
人
工
透
析
に
な
っ
た
場
合
の
年

間
５
０
０
万
円
と
も
い
わ
れ
る
医
療
費
が

加
入
者
の
負
担
に
な
る
こ
と
を
見
過
ご
す

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
、
重
症
化
に
至

る
前
の
保
健
指
導
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

糖
尿
病
性
腎
症
の
透
析
予
防
指
導
を

国
内
で
初
め
て
実
施

　

研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
、「
糖
尿
病
重

症
化
予
防
の
た
め
の
保
健
指
導
の
実
際　

―
栃
木
市
の
重
症
化
予
防
事
業
を
通
し
て

―
」
と
題
し
て
、
株
式
会
社
Ｄ
Ｐ
Ｐ
ヘ
ル
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
健
康
管
理
部
長
の
吉
田
薫

里
氏
と
保
健
師
の
荒
木
美
名
子
氏
が
講
演
。

　

同
社
は
、
慢
性
疾
患
の
重
症
化
、
合
併

平
成
29
年
度
栃
木
県
糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修
会

２
月
16
日（
金
）

糖
尿
病
重
症
化
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
保
健
指
導
の
手
法
等
を
習
得

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　
３
階
第
１
会
議
室

於

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

症
や
再
発
を
予
防
す
る
た
め
に
、
対
象
と

な
る
方
に
対
し
て
か
か
り
つ
け
医
と
連
携

し
な
が
ら
自
己
管
理
し
て
い
く
方
法
（
セ

ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
）
を
提
供
。
自

治
体
な
ど
か
ら
業
務
を
受
託
し
、
自
社
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
に
対
象
者
に
対
し
、
食

事
や
運
動
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

栃
木
市
の
重
症
化
予
防
事
業
の
事
例
を

紹
介

　

講
演
で
は
、
29
年
度
に
栃
木
市
よ
り
受

託
し
、
実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
例
を

紹
介
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
16
名
の

う
ち
２
名
に
つ
い
て
、
面
接
・
電
話
で
の

指
導
事
例
、
そ
の
後
の
生
活
習
慣
の
改
善

状
況
な
ど
、
介
入
前
後
の
糖
代
謝
・
体
重

の
推
移
を
交
え
て
説
明
。
出
席
者
は
、
専

門
業
者
の
介
入
事
例
を
熱
心
に
聴
講
し
た
。

プログラムを推進するための専門職向けの研修を開催プログラムを推進するための専門職向けの研修を開催

ＤＰＰヘルスパートナーズの紹介

私達は、「データヘルス計画」の基となった糖尿病性腎症重症化予防事業を
広島県呉市で、日本で初めて実施しました！

「呉市モデル」の一翼を担っています！



27

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

保
養
も
兼
ね
た
宿
泊
型
保
健
指
導
の

事
例
を
発
表

　

続
い
て
、
足
利
銀
行
健
康
保
険
組
合
保

健
事
業
課
保
健
師
の
鎧
塚
直
美
氏
が
「
糖

尿
病
重
症
化
予
防
に
お
け
る
宿
泊
型
保
健

指
導
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
同
健
保
が
糖

尿
病
に
焦
点
を
当
て
た
保
健
指
導
の
取
組

み
に
つ
い
て
、
事
例
発
表
し
た
。

　

鎧
塚
氏
は
、「
保
養
も
か
ね
て
楽
し
く
体

験
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
当
健
保

保
養
所
の
『
中
禅
寺
荘
』
と
周
辺
の
湯
ノ

湖
で
28
年
度
か
ら
実
施
し
て
今
年
度
は
２

回
目
に
な
る
。
職
員
や
そ
の
家
族
の
方
が

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
土
日
の
１
泊
２
日

で
実
施
し
て
い
る
が
、
部
屋
数
に
制
限
が

あ
る
」
と
し
、
参
加
人
数
の
確
保
を
課
題

に
挙
げ
た
。

　

宿
泊
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
１
日
目
は
講
話
（
高

血
糖
・
食
生
活
・
身
体
活
動
な
ど
）
か
ら

始
ま
り
、
食
前
や
運
動
後
な
ど
に
血
糖
値

を
測
定
。
ま
た
、
野
菜
を
た
く
さ
ん
摂
る

調
理
法
な
ど
を
自
ら
体
験
す
る
調
理
実
習

を
体
験
。
２
日
目
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド

を
付
け
て
、
湯
ノ
湖
周
辺
を
ハ
イ
キ
ン
グ
。

　

鎧
塚
氏
は
、「
糖
尿
病
に
関
心
が
な
か
っ

た
が
、
血
糖
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
状
態
が
良
く
理
解
で
き
、
高
血
糖
の
危

険
を
認
識
で
き
た
。
自
分
に
合
っ
た
運
動

量
や
食
事
量
な
ど
、
気
づ
き
を
た
く
さ
ん

く
れ
た
」
な
ど
の
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
。

半
年
後
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
体
重
減
な
ど
の

効
果
が
あ
っ
た
参
加
者
も
あ
り
、「
事
業
と

し
て
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
」
と
し
た
。

　

今
後
に
向
け
て
は
、「
参
加
者
は
家
庭
を

空
け
る
こ
と
が
可
能
な
年
代
で
、
宿
泊
で

き
な
い
人
は
参
加
で
き
な
い
な
ど
の
問
題

が
あ
る
。
30
年
度
か
ら
は
、
多
く
の
人
に

参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、
特
定
保
健
指
導

の
積
極
的
支
援
に
取
り
入
れ
、
運
動
・
栄
養
・

計
画
の
見
直
し
な
ど
、
約
２
時
間
の
グ
ル
ー

プ
支
援
と
し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
」
と

し
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、「
ポ
ピ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
に
活
用
で
き
な
い
か

検
討
が
必
要
だ
と
感
じ
て
お
り
、
特
に
若

い
時
か
ら
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組
状
況
や
課
題
を
共
有

　

最
後
に
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
く
各

医
療
保
険
者
の
取
組
実
施
状
況
や
課
題
に

つ
い
て
、
10
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
①
主

治
医
と
の
連
携
の
仕
方
②
保
険
者
の
事
業

内
容
や
実
態
③
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
市

町
の
役
割
、
保
険
者
間
の
連
携
―
に
つ
い

て
、
情
報
交
換
を
実
施
。
地
域
・
職
域
間

の
連
携
を
深
め
た
。

○参加者アンケート（情報交換：抜粋）

・参加市町の重症化予防プログラムの悩み等が聞けて良かった

・他市町や職域など立場の違う人の話が聞けて良かった

・県に期待することが確認できた

・他の市町も対象者にセミナーや健康相談会に来てもらうこと
が課題と分かった

・他機関の現状を知ることができ、とても新鮮だった。このよ
うな時間はとても貴重なので次回も30分程度の情報交換の時
間をとってほしい

2．背景

3

生活習慣病重症化予防の一環として、
糖尿病に焦点を当てた保健指導を実施す
ることで、職員やその家族の健康管理の
向上と医療費の削減を図ることを目的と
して実施した。

【ねらい】 ☆☆保養もかねて楽しく体験する☆☆
①血糖値の変化を確認しながら生活習慣を振り返り、重症化
予防のためにはどうしたらよいかに気付く。そして、自身で
継続してできる事を見つけることができる。

②参加した人が、周囲の人に伝え、周囲も行動が変化する。
（生活が少し変わる・宿泊研修に参加する）

③興味を引き、実践につながる研修手法の検討

6

(6)宿泊プログラム
時間 内容

１
日
目

9：30
集合
受付・説明（部屋案内）
チェックイン

10：00
オリエンテーション
講話（高血糖、食生活、身体活動、
自己測定と記録）

12：00 血糖値測定
昼食

13：30 血糖値測定
運動実践

15：00

血糖値測定（運動後）
間食（糖度測定体験）
血糖値測定（希望者）
自由時間（着替えなど）

16：00 調理実習（バランスの良い食事メ
ニュー）

18：00
夕食（メニュー、カロリー等説明、適
量確認）

18：45 歯磨き
講話（歯周病）
磨き残りの確認（歯垢染色剤使用）
と正しい磨き方

19：30 1日目終了

時間 内容

２
日
目

7：00 朝食

9：00
湯ノ湖集合
湯ノ湖ハイキング
（1周・2.5時間）
☆ガイド付き

11：30 まとめ

12：00 解散

事例発表する足利銀行
健康保険組合の鎧塚保健師
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【アクセス】

国道121号線

益子中
文

栗崎

真
岡
鉄
道
線

益子町役場

121

益子
森のレストラン

　

第
１
回
で
紹
介
す
る
お
店
は
、
益
子
町

の
益
子
中
学
校
近
く
の
森
の
中
に
佇
む
『
森

の
レ
ス
ト
ラ
ン 

益
子
の
茶
屋
３
号
店
』。

　

益
子
の
中
で
も
、
一
際
く
つ
ろ
ぎ
を
与

え
る
空
間
と
料
理
を
心
掛
け
て
い
る
お
店

で
す
。

前
菜
１
皿
付
き
ラ
ン
チ
が
お
す
す
め

　

訪
れ
た
の
は
ラ
ン
チ
の
時
間
帯
。
前
菜

１
皿
付
き
（
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
よ
り
）

の
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
を
注
文
。
こ
の
前
菜
、

な
ん
と
約
９
種
類
の
中
か
ら
、
１
皿
分
だ

け
盛
り
放
題
。
野
菜
・
マ
リ
ネ
・
揚
げ
物
・

自
家
製
ピ
ク
ル
ス
等
、
季
節
オ
ス
ス
メ
の

メ
ニ
ュ
ー
で
、
野
菜
は
新
鮮
で
ど
れ
も
美

味
。
と
て
も
ヘ
ル
シ
ー
で
、
男
性
で
も
前

菜
だ
け
で
満
腹
に
な
り
そ
う
で
す
。

ラ
イ
ス
は
ヘ
ル
シ
ー
な
十
五
穀
米

　

ラ
ン
チ
の
メ
イ
ン
は
『
ビ
ー
フ
ス
ト
ロ
ガ

ノ
フ
』。
ラ
イ
ス
は
十
五
穀
米
で
こ
れ
ま
た

ヘ
ル
シ
ー
。
メ
イ
ン
料
理
は
パ
ス
タ
・
ハ

ン
バ
ー
グ
・
肉
料
理
等
、
種
類
も
豊
富
で
す
。

　

お
店
の
方
は
「
週
末
は
、
子
供
連
れ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
カ
ッ
プ
ル
、
ご
夫
婦
、
お
年

寄
り
な
ど
多
く
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

ボ
リ
ュ
ー
ム
も
あ
っ
て
ヘ
ル
シ
ー
。
さ

ら
に
居
心
地
の
よ
い
店
内
。
隠
れ
家
的
一

軒
家
カ
フ
ェ
と
し
て
も
有
名
だ
そ
う
で
す
。

　

近
く
に
は
オ
シ
ャ
レ
な
カ
フ
ェ
や
パ
ン

屋
さ
ん
も
あ
り
ま
す
の
で
、
森
の
空
気
と

一
緒
に
楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今回から始める新
企画。『突撃ルポ保
険者みてある記』
で取材した市町の
ヘルシーグルメを
紹介。
あなたもお気に入
りの“ヘルシーグ
ルメ”を見つけて
はいかがでしょう
か。

お待ちしています！

季節の前菜

ビーフストロガノフ☆牛肉を煮込んだ、ロシアの代表的な料理…1,500 円（税別）　※十五穀米ライス付き

新企画

ま
ち
の
ヘ
ル
シ
ー
グ
ル
メ
を
見
つ
け
た
！

ま
ち
の
ヘ
ル
シ
ー
グ
ル
メ
を
見
つ
け
た
！

ま
ち
の
ヘ
ル
シ
ー
グ
ル
メ
を
見
つ
け
た
！

＜店舗情報＞
　住所：益子町益子4037
　TEL：0285-70-2223
　営業時間：
　3月～11月　11：00～17：00
　12月～2月　11：00～16：30
　※金曜日定休、日曜営業

外観

2階の人気の個室

益子 森のレストラン 益子の茶屋３号店（益子町）
第１回
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編 

集 

後 

記

　

半
世
紀
ぶ
り
の
国
保
制
度
改
革
が
、
こ

の
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
取
材
や
寄
稿
を
通
じ
、
県
や
市

町
の
準
備
状
況
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
革
は
、
国
保
の
財
政
支
援
を

強
化
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
制
度
の
安
定

化
を
図
る
も
の
で
す
が
、
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
の
医
療
の
受
け
方
や
保
険
税
の
支
払
、

各
種
申
請
、
届
け
出
な
ど
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
や

国
保
関
係
者
の
一
助
と
な
る
機
関
誌
編
集

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

「
栃
木
の
国
保
」
を
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
・
Ｔ
）

国保連合会からのお知らせ

保険者協議会からのお知らせ

国保都道府県化に係る制度周知ポスター及びリーフレットを作成・配付しました！

平成30年4月からの国保制度改革（国保運営の都道府県化）にともなう被保険者向けの周知ポス
ター及びリーフレットを作成し、保険者等へ配付しました。
また、広範な周知広報を行うため、ポスターは栃木県内の警察署・銀行・スーパー・信用金
庫・農協等のご協力により、店舗内等へ掲示いたします。

「特定健診とがん検診の同時啓発」バッジを配布しました！

キャッチコピーは「Ｗ（ダブル）受診で
健康にじゅうまる～◎」です。とちまる
くんの「○○まる～」という話し方と
「◎にじゅうまる～」をかけています！
ぜひ、窓口対応の際に着用ください！！

▲ポスター（A2判）

リーフレット（A4判）

▲
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